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誘惑 と問題 に満ち，罪深い，混乱 した この現代を生 き

てい くとき，私たちは確実に近づ く死 と人生の不可思議

さ，神 の力 と愛 とを感 じて，へ りくだった気持ちにさせ

られます。愛する者 を失 う悲しみはだれにも，訪れ ます。

しかし，そこには感謝の念 もあります。生命が永遠であ

ることへの感謝であ り，すべての人 に自由に与えられて

いる偉大な福音の計画，主イエス ・キリス トの生涯 と教

えと犠牲に対す る感謝です。

主イエス ・キリス トの生涯 とみ業 を思い，神に感謝 し

ましょう。主は死の縄目を解 き，世 の光，命 とな り，模

範を示 し，道を明らかにし， こう宣言されました。
「わたしはよみが えりであ り，命である。わたしを信

じる者 は，たとい死 んでも生 きる。また，生 きていて，

わた しを信 じる者 は，いつまで も死 なない。」(ヨ ハネ

11：25-26)

確かに，人生 は永遠です。 この偉大で基本的な真理 を

たとえ幾度か見失 うことがあろうとも，私たちは地上の

生活 を終えた後 も生 き続けるのです。

私たちは，いずれ朽ち果てる取るに足 らない物事に，

執着することがよくあ ります。 この世の宝は，言ってみ

れば人生 という学校 にいる問，教室 と黒板を提供 して く

れるにす ぎません。金，銀，家，株，土地，家畜そのほ

かの この世の ものに，正 しい優先順位 を与えるのは，私

たちです。

この世の生涯は一時的なもので しかありません。私た

ちは，昇栄 に到達するための第一の教え，つまり主の福

音の計画 に対する従順を学ぶためにこの世 にい ます。

確かに死 は万人 に訪れ ます。 しかし実際は，永遠 の別

離 という意味での死は存在 しません。復活 は現実 に起 こ

り，聖典 にはその証拠が随所に見 られ ます。主の栄光に

満ちた復活のすぐ後で，マタイはこう記録 しています。
「また墓が開け

，眠っている多 くの聖徒 たちの死体 が

生 き返 った。そしてイエスの復活 ののち，墓か ら出てき

て，聖 なる都 にはい り，多 くの人 に現れた。」(マ タイ

27：52-53)

霊界 は遠 く離れてはいません。現世 と来世 を隔ててい

る幕が，非常 に薄 くなることが ときどきあります。亡 く

なった愛す る人々は，私たちから遠 く離れた場所にいる

わけではありません。

予言者ブリガム ・ヤングは 「一体，霊界はどこにある

のだろうか」 と問 うて，みずか ら答えています。
「霊界 はこの場所 にある。……(霊 たちは)こ の組織 さ

れた地球の境界 を越 えたかなたへ去るのだろうか。いや

そうではない。彼 らは永遠 にわたってここに住むために，

この地球に遣わされているのだ。」(「説教集」3：369)

「霊 は肉体 を離れ ると，天父のみ前 に行 く。そ こで霊

的な事柄を見聞 きし理解する備 えをさせられ る。……も

し主が許 されるなら， またそれが主のみこころであれば，

あなたはこの世を去った霊 たちを，今あなたが肉眼で体

を見るようにはっきりと，見ることができるであろう。」

(「説教集」3：368)

確かに人生は永遠なのです。死は終わ りではありませ

ん。墓の傍 らで悲嘆に暮れ，いぶかっている婦人たちに，

天使 はこう告げました。「あなたがたは，なぜ生 きた方

を死人の中にたずねているのか。そのかたは， ここには

お られない。 よみが えられたのだ。」(ル カ24：5-6)

「そのかたは， ここにはおられない。よみが えられた

のだ。」 この言葉に匹敵す る劇的な言葉 を，歴史の中に

見いだせるでしょうか。

キリス ト・イエスほど地上 に重大な影響 を及ぼす生涯

を送った人が，はたしているでしょうか。私たちはキ リ

ス トの教えを除いた人生 というものを考 えることがで き

ません。主がお られなければ私たちは，肉欲 と物質主義

に支配 された恐れや暗やみか ら生 じる迷信 と崇拝 に迷 う

ことでしょう。今 は私たちはイエスの示 された目標 とは

ほど遠い状態にあるか もしれませんが，決 してその目標

は見失ってはなりません。また，イエスの教えとその生

涯，死，復活な くして，光 と完成 に向かって進歩するの

は不可能であることを忘れてはな りません。

全地の民がイエスの教 え，模範，その神性を受け入れ，

全人類のために死の縄 目を解いた栄えある復活 を事実 と

して受け入れる日の来 ることを，神が早 めさせた もうよ

うに願ってい ます。

救い主が教えられた愛の福音 を受け入れ，実践 し，主

のみこころを行なって初 めて，私たちを縛っている無知

と疑惑の縄目を断ち切 ることがで きます。人 はこれ を何

度 も繰 り返 して学ばなければな りません。私たちが快い
とこ よ

霊の喜びを今 も永世にも経験するには， この明快な栄光

あふれる真理 を身につけなければな りません。利己心を

捨て主のみこころを行 なわねばなりません。生活の中で
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キ リス トの
造 り主 ，啓 示 を与 える者 ，

あがな

蹟 い註

ケ ン ト ・P・ ジャク ソン

モ
ルモン経，教義 と聖約，高価なる真珠，そして予

言者 ジョセフ ・ス ミスの説教や記録 は，私たちに

イエス ・キリス トという人物，その福音の計画が要求す

るもの， また私たちとキ リス トとの関係がどのようなも

のであり， どうあるべきなのかを教えて くれ ます。新約，

旧約両聖書に加 えて， これ らの末日の証 も，キ リス トが

生 きておられることだけでな く，それが私たちにとって

どのような意味を持っているのかを教 えて くれるのです。

在世 当時には同時代の人々に受け入れられず，現代の

大勢の盲目な人々には必要性 を認 められないにもかかわ

らず，私たちは現世に生 を受 けられたイエスがただのガ

リラヤ出身の大工ではなかったことを知 っています。 こ

の世 に降誕される以前，キ リス トは御父のみ もとで，栄

光 をもって世 を治めておられ ました。アブラハムは，前
ごと

世 で のキ リス トの栄光 を見 て， 「神 の如 き者」 と証 し ま

した。(ア ブ ラハ ム3：24)パ ウ ロ は，前世 の キ リス トが

「神 と等 し く」 あ った と記 録 して い ます
。(ピ リピ2：

6)

イ エ ス ご自身 も，天 父 に対 す る祈 りの中で， 「父 よ，

世が造 られ る前 に，わ た しが みそ ばで持 って いた栄 光 で，

今 み前 にわ た しを輝 かせ て下 さい」(ヨ ハ ネ17：5)と 言

われ ました。「御 子 は神 の栄光 の輝 きで あ り，神 の本 質

の真 の姿 」(ヘ ブル1：3)な の です。無数 の世界 を創 り，

統治 し， 予言者 にみ こ こ9ろを伝 え， 神 の子供 た ちの罪 を
あがな

蹟 うことはイエス ・キ リス トの使命 の一部 で した。 イエ

ス ・キ リス ト， すなわ ちエホバ は， ベ ンジ ャ ミン王 が教
わた

えたように，「無限の過去か ら無限の将来 に亘 って まし

ます全能の主」(モ ーサヤ3：5)な のです。天父は，肉

体 における独 り子，イエス ・キリス トのみ手 にすべての

権威 と権能 を託されました。

キリス トの役割 を正し く理解す るには，その広範囲に

わたる永遠の使命 を知る必要があります。聖典 は，キ リ

ス トが造 り主，啓示 を与える者，贈い主であると教 えて

います。

造 り主

古代 の聖典 も現代 の聖典 も， キ リス トが造 り主で あ る

こ とを証 してい ます。 主 はジ ョセ フ ・ス ミスに，次 の よ
なんじ

うに言わ れ ま した。 「主 な る汝 の神， す なわ ち イエ ス ・

キ リス ト， 『われ あ り』 と言 い し大 いな る神， ア ルパ に
ことば いだ

してオメガ……われはわが言を出してこの世界 を造 り，
い きた

また よろず の ものわれ に よ りて 出で来 りた る者 な り。」

(教 義 と聖 約38：1，3)パ ウ ロ は， 「万 物 は，天 にあ る

もの も地 に ある もの も，見 える もの も見 え な い もの も

・御 子 によって造 られ
，御子 のた めに造 られたので あ

る」 と述 べて い ます。(コ ロサイ1：16)ま たベ ンジャ ミ

ン王 はキ リス トを， 「創世 の時 か ら万 物 を造 りた もうて

い る造 り主」 と呼 び ま した。(モ ー サヤ3：8)

モ ー セは示現 の中で主 のみ業 をかい ま見 ，創造 にお け

るキ リス トの役割 をはっ き りと理解 し ました。御 父が こ

う言 われ たか らです。 「われ わが力 の言 によ りて これ ら

の ものを創 りた り。 そのわが力 の言 とは， わが生 みた る
ひとりご め ぐ み

独子 のことにして恩恵 と真理 とに満てる者な り。われは，
しか

無数 の世界 を創 りた り。而 して， また これ らはわ れ 自 ら

の 目的 あ りて造 りしな り。 而 して， わが子 に よ りて これ

らの世 界 を創 りた り。わ が子 とは， わが生 みた る独 子 の

ことな り。」(モ ー セ1：32-33)

御 父 のみ も とで， エ ホバ は引 き続 きその創 造物 を治 め

てお られ ます。 イエス は 「その力 あ る言葉 をもって万 物

を保 って お られ」(ヘ ブル1：3)， キ リス トか ら出 る光
い の ち

は， 「広大 な る宇宙 に満 ち」， 「す べ て の もの に生命 を与

え」， 「すべ て の もの を支 配」 してい ます。(教 義 と聖 約

88：12-13)

古代の予露者たちが受けた啓示は，旧約聖蜜の

エホバであるイエス ・キリストから与えられた。

この同じエホバが，現在の神権時代に福音の真理を

ジョセフ ・スミスに示された。
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啓示を与える者

イエス ・キ リス トはエホバであって，古代 と近代 にお

けるイスラエルの神であり，時の初めか ら予言者に語 っ

てこられ ました。ジョセフ ・フィールディング ・ス ミス

大管長 は次のように教 えました。「堕落以後 に与 えられ

た啓示はみな旧約聖書のエホバであるイエス ・キリス ト

を通して与 えられたものである。聖典全体 を通 して神 と

いう言葉が使われている箇所，あるいは神が現われた箇

所は，みなアブラハム，ノア，エノク，モーセその他す

べての予言者 と語 られたエホバ を指 している。エホバは

イスラエルの神，イスラエルの聖者であって，イスラエ

ルの民 をエジプ トの束縛か ら解放 して導き出 し，モーセ

の律法 を与えそれを成就 した神である。」(「救いの教義」

ブルース ・R・ マッコンキー編，第1巻 ，pp.27-28)

モルモン経 もこの教義を教えています。キリス トは復

活 してアメリカ大陸を訪れたとき， このように言われま
お き て

した。「律 法 を授 けた る者 ， またわ が民 な るイス ラエ ル

人 と誓 約 を結 び たる者 はす なわ ちわれな り。」(皿 二 一 フ

ァイ15：5。1二 一 フ ァイ1917-10;III二 一 フ ァイ

11：14参 照)

現 代 において も，キ リス トはご自身 をエホバで あ る と

宣 言 され ま した。 「イ エス ・キ リス ト，汝 の蹟 い主 ，か

の大 いな る 『われ あ り』 の神 …… の声 に耳 を傾 け よ。」

(教 義 と聖 約29：1。38：1;39：1;出 エ ジ プ ト3：

13-14参 照)

順い主

イエスの使命 は，創造のみ業，様々な世界の統治，予

言者 と語 ることだけにとどまるものではあ りません。キ

リス トは神の言葉であ り，天父のみ こころの実行者であ

るために，その使命は，死すべき肉体 をもって地上に下

り， この世のだれよりも大 きな試 しを受けて，罪を犯す

ことな く誘惑や試練に打ち勝ち，世の罪のために苦 しむ

ことで もあったのです。家を遠 く離れた馬小屋で，貧 し

い家族 の一員 として生 まれたその卑 しい境遇のために，

キリス トが地上に送 られてきた目的や，神 としての性質

は覆 い隠されて しまいました。 しかし，キリス トの使命

は，そうした低い身分にあってのみ果たすことができた

のであり，よろずの物の下 にまで身 を落 とす必要があっ

たのです。(教 義 と聖約88：5-6参 照)パ ウロは，キ・リ

ス トの慈 しみ深いみこころをよく理解 していました。
しもべ

「〔キ リス トは〕お のれ をむな しう して僕 のか たちを とり
，

人間 の姿 にな られ た。 その有様 は人 と異 な らず， おのれ

を低 くして ……。」(ピ リピ2：7-8)キ リス トは地 上

に来 られ た とき， まさにその栄光 を捨 て られ たのです。

そ して，私 たち の生活 に よ り近 づ くた めに，人 間 と同 じ

死 すべ き肉体 を得 られた のです。

「そ こで
， イエ ス は，神 のみ ま えにあ われ み深 い忠実

な大 祭司 とな って，民 の罪 をあがな うため に， あ らゆ る

点 にお いて兄 弟 たち と同 じよ うにな らね ばな らなか った。

主 ご自身， 試錬 を受 けて苦 しまれたか らこそ， 試錬 の中

にあ る者 た ちを助 ける ことが で きるので ある。

この大祭 司 は，わ た した ちの弱 さを思いや る こ とので

きな い ようなかたで はない。罪 は犯 され なか ったが， す

べて の ことについて， わ た したち と同 じよ うに試錬 に会

われ たので ある。」(ヘ ブル2：17-18;4：15)
くら

キリス トがその天のみ座から降 りて人間 として生活 さ

れた理由のひとつは，私たちに従 うべき模範 を示すため

で した。戒めを守 り， この世の誘惑や試練に打ち勝つこ

とができることを，身 をもって示 されたのです。誘惑や

試 しに遭 った人々，人生の悲しみを経験 した何百万人 も

の人々にとって，自分 たち以上の苦 しみや悲 しみを味わ

った人がいる とい う事実を知 るのは，計 り知れない価値

のあることです。イエスはみずか ら逆境に打ち勝たれた

ばか りでな く，それを乗 り越 えようとして苦 しんでいる
あわ

人に，憐れみを与 えて くださるのです。

しかし，キ リス トの生涯 は単に模範を示す以上の意味
しよくざい

を持ってい ました。それ は，贋 罪 とい う，人の理解 を

超 えた苦 しみを伴 っていたのです。「見 よ，われは神 な

るに，人 もし悔い改むるな らばこの苦 しみを受 けざらん

がために，すべての者に代 りてこの苦 しみをわが身に受

けた り」(教 義 と聖約19：16)と ，主は言われ ました。 こ

れは，人類 に対するキリス トの比類 ない恵みを示すため

に行なわれたことなのです。私たちたのために昧わわれ

たイエスの苦 しみに思いをはせ るとき，キリス トが どん

なお方なのか を忘れてはな りません。それは全能の神 ご

自身であ り，栄光の位から降 りて，死すべ き肉体を受け，

私たちのために苦 しみ，死なれたお方なのです。

イエスの蹟いは，最高の犠牲 と奉仕であると同時に，

また偉大な勝利で もあ りました。 この至上の愛の働 きを

遂行 されたイエスは，すべての者に真の偉大 さとはどの

ような意味かを示 されました。蹟いの業によって，この
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私の声 を電波に

ア ン ・0・ ブ ラ ツドシ ョー

「)ん にちは。ホール トン放送の
㌔一 ジェニーです。 ご機嫌いかが

ですか。 きょうも皆さんに楽 しいひ と

ときをお届けします。 まずは音楽 をど

うぞ。」

イギ リスのランコーンにあるホール

トン総合病院のラジオか ら，毎週数時

間，17歳 のディスクジョッキー， ジェ

ニー ・アイル ラン ドの陽気な声が聞 こ

えて きます。

ジェニーはラジオの電波 に乗せて，

励 ましと希望を病院の患者たちの もと

に届 けています。 しか し，彼女が複雑

なラジオ機材 を，腕のない手で操作 し

ていることを知 る人 は， あまりい ませ

ん。

ジェニーが生 まれた とき，父親 はジ

ェニーの肩に手首か ら先 しか付いてい

ないのを見 て，嘆 きま した。「ああ，

こんなかわいい娘 に，抱 き締 めて もら

えないなんて。」

今，彼 はこう言い ます。「そんなふ

うに思 ったのはあの ときだけで した。

ジェニーは全身で抱いて くれ ます。申

し分な く心 の温かい子 に育 って くれま

した。」

人々 に対する愛 は，生活のあらゆる

面でジェニーの原動力 となってい ます。

「みんな と友達 にな りたいんです
。一

番の目標 は，自分のラジオ番組 を持 っ

て，一般 の人 に放送すること。そ うし

た ら，大勢の人の心 に触れ られ ますか

ら。」

今 までにも， ジェニーは人々の心 に

触れて きました。越 えられない障害 は

何 もあ りません。 ジェニーは国の健康

優良賞 を受けるために必要 とされる運

動資格 をすでに満た していて，級友た

ちのすばらしい模範 となっています。

ウェールズのスノー ドニアで行 なわれ

た最終の長距離ハイクは過酷なもので

した。方位磁石 と地図だけを頼 りに，

天候 を問わず，何 日も山中を旅す るの
じんたい

です。 ジェニーは片方のひざの靱帯 も

欠 けているので，苦労 しました。 しか

し彼女 は，固い決意 をもってや りぬき

ました。

ジェニーの社交性 は， イエス ・キ リ

ス トの福音についての強い証 をいろい

ろな人に伝 えるのに役立 っています。

臆す ることがないのです。

ジェニーは，自分の障害を見て当惑

する人 たちにさえ，特別なものを感 じ

させる方法 を知 っています。

「ときどき
，子供たちが私 を指差 し

て， こそこそ話 をした り，か らかった

りします。で もそれが，本当に少 しも

苦にならないんです。笑い返すだけで

す。腕がな くても，問題 はあ りません。

自分 を信 じさえすれば，普通 の人 と同

じことがで きます。

私が こんなふ うに生 まれたことにつ

いて，医学的な説明 はあ りませんで し

た。だれのせいで もあ りません。私は

セ ミナ リーで， 自分についてた くさん

のことを学びました。自分にはなすべ

きことがある，障害は試練で はな くて，

何かの形でほかの人を助 けるための も

のだと感 じてい ます。障害 のおかげで

私 は随分強 くなって，忍耐強い人間に

な りましたし，家族 とのきずな も強ま

りました。」

ジェニーには，15歳 の弟 ジェレドと，

13歳 のマクシン，9歳 のカースティー

とい う妹がい ます。

ジェニー は笑 いなが ら言い ます。

「勘弁 して もらって るのはたったひ と

つ，お皿洗いです。、だ6て ，ちょっと
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キ リス トを信 じる

あがな

実生活で蹟いの意昧を理解するために

ステ ィー ブン ・E・ ロビンソ ン

)の 宇宙 における最大のジレンマは，次のふたつの

」 事実を両方 とも受け入れなければな らない点にあ

ります。第1の 事実は，教義 と聖約第1章31節 に記され

てい ます。「主なるわれは罪 を見ていささか もこれ を許

すを得ざればな り。」つまり，主は決 して罪 を見てその

ままにしたり，見逃 した り，水 に流 した りするようなこ

とはなさらない という意味です。主は，いささかの罪 も

見逃 されないのです。

第2の 事実は，極 めて簡潔 にこう言 い表わせます。
「私は罪 を犯 し

，人 も皆罪 を犯す。」

方程式を立てるのにこの2項 しかなければ，結論 は目

に見えています。私たちは罪深い存在ですか ら，神 のみ

前ではいささかも許されない， ということになります。

しかし方程式の項は，このふたつですべてではあ りま

せん。このジレンマを解消す るために，キ リス トの願い
は

という栄えある計画が用意されたのです。私の家族 に起

こった出来事 を例 に取 り，・この大 きなジレンマを解消す

るために蹟いがどのように作用するか，説明 しましょう。

最初 は息子のマイヶルの話です。確かマイケルが6歳

か7歳 の ときでした。彼がちょっ と悪いことをしました。

マイケルはひとり息子なので，た とえ子供で も，私 とし

ては，父親の子供時代 をしのぐ良い子になってほしい と

願っています。つまり期待の息子 なのです。そこで，私

は息子を部屋 に閉 じ込めると，「お父さんがいい と言 う

まで，部屋にいなさい」 と厳 しく命 じました。

その後，私 はそれをすっか り忘れてしまい，数時間後，

私がテレビを見ていると，部屋の ドアが開き，おそるお

そる階段を降 りて くる足音が聞 こえます。「しまった!」

と思いました。急いで階段の所 まで行 くと，息子がはれ

ぼったい目に涙をいっぱいためて立 っているではあ りま

せんか。涙 はあふれてほほを伝ってい ます。息子 は私を

見上 げると，部屋 を出てよかったのか どうか不安だった

ので しょう， こう言いました。「パパ，パパ とはもう仲

直 りで きないの?」 どうして，できないわけがあ りまし

ょう。私は息子をしっか り抱き締めて，心からの愛を示

しました。大切な息子です。どのようなことをしようと

も，息子への愛は変わ らないのです。

マイケルと同 じように，私たちも天父のみこころに反

した行 ないをすることがあ り，その結果，天父やみたま

から離れてしまいます。霊的な意味で 「部屋 に閉 じ込め

られ」てしまうのです。自らの霊 を傷つけるた ぐいの罪

もあ ります。 ときには， もう清められないのではないか

と思われることをして しまう場合 もあ ります。そのよう

なとき，天を見上げて，「父 よ， もう和解 はで きないの

でしょうかゴ と尋ねることも少な くあ りません。

この問いに対 して，聖典 のどこを開いて も，「で きま

す。 キリス トの蹟いがあるからです」 という答えが高 ら

か に返 ってきます。個人的には，私 はイザヤ書第1章18

節に書かれている言葉が好 きです。

イエス ・キリストを信 じる信仰を持つということは，単

にイエスの存在を信 じるということではあ りません。そ

れは同時に，罪を清め，日の光栄にふさわ しい者にして

くだざると置われた主のみ冒葉を，そのまま信じること

でもあるのです。
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「主 は言 われ る
， さ あ， われ わ れ は

たがい

互に論 じよう。たといあなたがたの罪
ひ

は緋 のよ うで あって も，雪 の よ うに白
くれない

くな るのだ。紅 の ように赤 くて も，羊

の毛 のよ うにな るのだ。」

主が ここで言われ た のは， た とえそ

れ まで どのよ うな ことを して い ようと

も， 主の み力 に よって清 め られ， ふ さ

わ しい者 とな り，罪 な き者 とな り， 日

の光栄 にふ さわ しい者 になれ る とい う

こ とです。

さて， イエス ・キ リス トを信 じる信

仰 を持 つ とい う ことは，単 にイエ ス ご

自身 が言 われた イエ貞像 を受 け入れ る

ことで も， キ リス トの存 在 を信 じる こ

とで もあ りません。 それ は， キ リス ト

をキ リス トとして受 け入 れ，信 じる こ

となのです。

教会 の監 督 として， また教 師 として

働 いて きた私 は， イエ スが神 の御 子 で

あ り，世 の救 い主で あ ると信 じなが ら，

イエ スが 自分 を救 って くだ さるお方 で

ある と信 じない人 を大勢 見 て きました。

そ うい う人 たちは， イエス の存在 その

ものは信 じて も，イエ ス に罪 を洗 い流

し，清 め， 救 う力が あ るこ とを信 じな

い のです。イ エスの存在 を信 じる信仰

を持 つだ けで は， 本当 の意味 におい て

間違いを犯したとき，

ちょうど私の患子が尋ねたように，

天父に向かい，
「お父様
，もう和解は

できないのでしょうか」と尋ねる

かもしれません。

答えは高らかに響きわたります。
「できます。」

その信仰 はまだ半分で しかありません。残 りの半分 とは，

実際に罪 を清め，人 を救 う力がイエスにあると信じる信

仰 を持つことです。キ リス トの実在を信 じるだけでは十

分ではあ りません。人を清 め，人 を日の光栄にふさわし

い者 とす る力があると言われたそのキリス トを，そのみ

言葉 どおりに信 じる必要があるのです。

私が監督だったころ， このように言 う会員が何人かい

ました。「監督，私 は非常に重大 な罪 を犯 しました。あ

んなことも， こんなこともしましたので，福音の完全な

祝福 にはあずかれません。 これからも教会へ集います し，

多少は良い報いにあずかれるのではないか と思っていま

すが，あんなことをしてしまった以上， 日の光栄の王国

で昇栄 の完全 な祝福 を受 けられるはずはない と思い ま

す。」

こんなことを言 う会員 もい ました。「監督，私 は平凡

な聖徒です。信仰 も弱い し，不完全です。何々兄弟(姉
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妹)が 持ってい るような才能 もありま

せん。監督会(扶 助協会の会長)に 召さ

れることもないでしょう。私は人並み

ですか ら，完全な昇栄 より少 し低い所

でいい，行 けたらそれで満足 しようと

思っているんです。」

こうした発言は，結局，次のように

言っているり と変わ りません。「私 は

キ リス トが言われた ことがみなできる

方だ とはとて も信 じられません。キ リ

ス トが私 を昇栄に導いて くださる力が

ある方だなんて， とて も信 じられない

んです。」

ある人が私 にこう言いました。「監

督，私は結局 日の光栄の王国へ行ける

ような人間 じゃないんですよ。」 この

ような言い方に飽 き飽 きしていた私 は，

次の ように返答 しました。「問題 の本

質から逃げてはだめだよ。皆同 じなの

さ。完全な人間なんてひとりもいない。

自分の力だけに頼っていたら， どんな

人間だって，神のみ前で生活で きる完

全な人間にはなれないさ。 自分には，

キリス トご自身が言われたような力 を

信 じる信仰がないんだ ということを，

どうして認めようとしないんだ。」

これ を聞 いた相手 は怒 りました。

「私にはイエスの証があるし，キ リス

トだと信 じている。」

私はこう答 えました。「確かに君 はキ リス トの存在は

信 じているか もしれない。で も，たとえ自分が今のとこ

ろ日の光栄の王国へ行 けるような人間ではな くとも，主

と共に歩む決意 さえあれば，私たちを日の光栄 にふさわ

しい者にして くださると言われたキリス トのみ言葉をそ

のまま信 じてはいないんだよ。」

なぜ救い主 と呼ばれているか

完全な者 にならなければ という思いが重荷 となって，

絶望的な気持ちになることがあ ります。主が私たちを変

え，王国に導いて くださるという，福音の最 も輝かしい

真理が信 じられな くなることもあるかもしれ ません。10

年ほど前の，私 自身の経験 をお話 ししましょう。

当時，妻のジャネ ットと私はアメリカ合衆国のペンシ
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ルベニア州に住 んでいました。生活 も

順調で，私 は昇進 し，家族にとってそ

の年はよい1年 で した。 しかし，ジャ

ネット自身 にとっては大変な年だった

のです。その年，4人 目の子供 を出産

し，大学を卒業 し，公認会計士の試験

に合格 しました。ワー ド部扶助協会会

長の召 しも受けていました。私たちは

神殿推薦状 を持ち，家庭の夕べ も開い

てい ました。さらに私は当時，副監督

として働いていたのです。

そんなある晩，妻 にひとつの事件が

起 こりました。今か ら考 えれば，その

ときは妻が 「霊の死」に向かって進ん

でいるような状況だったのです。妻は

自分の問題 について何ひとつ私に教え

て くれず，話そうともしません。私に

してみれば，それが一番つらいことで

した。2週 間，妻は霊的な活動には参

加 しようとせず，召 しからも解任 され

たいと言い出しました。

そんな状態が2週 間 も続 くと， とう

とう妻の方か ら切 り出 したのです。

「いいわ。私 の問題が知 りたいのね。

教えてあげる。何 もかも， もうできな

いのよ。朝は5時 半に起 き，パンを焼

き，縫い物をし，子供の宿題 を手伝い，

自分の宿題 も片付け，扶助協会の責任

「私はキリス トを信 じています」

と彼は言いました。

私はこう答えま した。

「そうかも しれない。

しかしあなたは，

共に努力する気さえあれば，

日の光栄に

ふさわしい者にしてくださる

と言われたキリス トのみ言葉を，

そのまま信 じてはいないのです◎」

を果 た し， 系図 を書 き上 げ，学 校 のPTAの 集 会 に出席

し， 宣教 師 に手 紙 を書 き， ……私 に は とて もで きな い

の。」 そ う言 って， 肩 の重 荷 を次 か ら次 へ と挙 げ て いっ

たのです。

自分 の弱 点 や欠 点 も一つ 一 つ並 べ立 て て い き ます。

「私 に はモ レル姉 妹 の よ うな才 能 もな い し
， チ ャイル ズ

姉妹 のよ うに うま くもや れない。子供 た ちに はなるべ く，

大 声 を上 げな いよ うにしてい るわ。 で もだめ。つ い大 声

を上 げちゃ うの よ。 結局， 私 は不完 全 だ し， とて も完全

になれ る と思 えないわ。 日の光栄 の王国 に行 ける とも思

えない し， そ んな気 に もなれ ないわ。 だか ら， あ きらめ

た の。 で きも しない こ とのた めに， どう して一生懸命 努

力 しなけれ ばいけな いの。」

よ うや く夫婦 の話 し合 いが始 ま りました。 長 い長 い夜

で した。私 は妻 に尋ね ま した。 「ジ ャネ ッ ト，君 に証 は

あるかい。」

た だいた うえで，

しか し，

「もち ろんだわ。だか らこそっ らい

のよ。証が真実だとわかっていても，

その とおりにで きないのよ。」

「バプテスマの ときに交わ した誓約

は守 ってきたかい。」

「もちろんよ，一生懸命努力 してき

たわ。でも，すべての戒めをいつで も

守 って これたわ けじゃないわ。」

私は安心 しました。 自分が恐れてい

たような最悪の状態ではないことがわ

かったからです。活発な教会員で，教

会が真実であるという証 もあり，しか

も指導的な立場 にある人たちであって

も，なお福音の心髄 である 「よきお と

ずれ」の部分を見失 うことがないわけ

ではあ りません。ジャネッ トがその状

態で した。妻 は何 とか自分の努力で解

決 しようとしていました。妻は，なぜ

イエスが助言者や教師と呼ばれている

か，その理由はわかっていました。 ま
かしら

たイエスが模範 で あ り，教会 の頭で あ

り，長 兄で あ り， さ らに神 であ る理 由

もわか ってい ました。 そ うい う ことは

みなわか ってい なが ら， イエスが なぜ

「救 い主」 と呼 ば れ てい るのか とい う

理 由だ けは，理 解 して いなかった ので

す。

ジ ャネ ッ トは`イ エスか ら助 言 をい

自分 の力 で解 決 しよ うと してい ま した。

そうはいかないのです。完全な人問はひ とりも

いないからです。イテル書第3章2節 には，史上最 も偉

大な予言者のひ とりであるジェレドの兄弟が登場 します。

この予言者は信仰が非常にあつかったため，キ リス トは

幕を取 り除いてご自分の霊体 をお見せになるわけですが，

その予言者でさえ，次のような言葉で祈 り始めているの

です。
なんじ しもべ

「主 よ
，……見 た まえ，汝 の僕 は御 前 にて弱 き もの な

れ どわが弱 きこ とを怒 りた もうな。 〔ジ ェレ ドの兄 弟が，
ささ

完全な神に祈 りを捧げるに当たって，自分が不完全な人

間であることの謝罪か ら始めている点に注 目して くださ
きよ

い〕主は聖 きお方にて天にましませど，われらはその御

前にて恵みを受 くる資格のなき者なることを自ら知 る。
あ

人類の始祖が堕落 したる結果，われらの性質は常に悪し。

されど主 よ，われ らが願 うものを主より授かるために，
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われらは主に願い求むべしと主は命 じたまえり。」

私たちは今のところ日の光栄の王国にふさわ しい者で

はあ りません。 しかし，だか らこそ救い主が必要であり，

私たちの願 うものを授かるために神 に祈 り，求めるよう

戒 められているのです。救い主 は，「義 に飢 えかわいて

いる人たちは，さいわいである，彼 らは飽 き足 りるよう

になるであろう」(マ タイ5：6)と 言われました。私た

ちはこの聖句を往々 にして誤解 しているようです。 この

聖句が 「義なる人たちは， さいわいである」 と言ってい

ると考えがちですが，そうではありません。どういうと

きに飢えたり，渇いた りするので しょうか。望んでいる

ものがないときです。神が今お持ちの義や， 日の光栄 の

王国の義に飢 え渇いている人たちが，幸いなのです。そ

のような義が心の望みである限 り，必ずそれは与えられ，

飽 き足 りるようになるはずです。私たちには 「われ らが

願 うもの」が授けられるのです。

の資産が ひ とつ にな り，私 は自分 にで きる こ とをすべて

行 ない，足 りない部 分 はキ リス トが補 って くだ さい ます。

こうして私 た ちはふた りとも，完全 になるわ けで す。

救 い主 が， 「す べて重 荷 を負 うて苦 労 してい る者 は，

わた しの もとに きな さい。 あな たがた を休 ませて あげ よ

う」(マ タイ11：28)と 言 わ れた のはその ためです。完全

な者 になる とい う戒 め ほ ど，重 い荷 が あるで し ょうか。

次 の世 に望 み をつ な ぐには， この世 の生涯 で完全 な者 と

な らな けれ ばな らないので す。 また，律 法 の くび きほ ど

重 い荷 もほか にあるで し ょうか。

救 い主 は言 われ ました。「わ た しは柔 和 で心 のへ り く

だった者で あ るか ら， わ た しの くび きを負 うて，わ た し

に学 びな さい。 そ うすれ ば， あ なたがた の魂 に休 みが与

え られ るで あ ろう。 わた しの くび きは負 いや す く， わた

しの荷 は軽 いか らで あ る。」(マ タイ11：29-30)

「わ た しに よ り頼 み な さい」

ひ とつ とな る

この世で完全 になるには，キ リス トの騰いに頼るしか

方法はあ りません。独力で完全な者にはなれないのです。

私たちは，完全なお方である主とひとつになる必要があ

ります。実業界で言 う，「合併」です。倒産寸前で銀行

か らも見放された小会社が大会社 と合併すると，何が起

こるでしょう。ふたつの会社の資産や債務がひ とつにな

り，新 しくできた会社が債務を支払えるようにな ります。

ジャネッ トと結婚 したころ，私はお金がな くて困って

いましたが，妻 は銀行 に預金があ りました。結婚の誓約

を交わすのを機に，私たちは銀行 に連名の口座 を設けま

した。その結果，「私 のお金」 という言葉 も，「彼女のお

金」 という言葉 もな くな りました。経済的にはいつ も，
「私 たちのお金」 ということになったわけです

。 この連

名の口座で，私の負債 と妻 の資産がひとつにな り，数カ

月ぶ りに私 の負債 は消えました。

霊的な意味では，救い主 と契約 を交わす ときに同 じこ

とが起 こります。私たちには負債があり，救い主には資

産があります。救い主の申し出により，私 たちは契約関

係に入 ります。私 はここで 「申し出」 という表現 をわざ

と使いましたが， この契約が，結婚の申し出 と同じよう

に，霊的な意味で結婚関係 に入ることだからです。救い

主が 「花婿」 と呼ばれるのもそのためです。 この契約関

係の深さゆえに，聖典ではそれが結婚にたとえられたわ

けです。私 はキリス トとひとつにな り，ふた りで力を合

わせて私の救いのために働 きます。私の負債 とキリス ト

二一ファイは偉大な予言者のひ とりでしたが，それで

も救い主により頼 まなければならないことを痛感 してい

ました。こう言 っています。「『ああ，私 は不幸な人間で

ある』 と。まことに，私 はわが肉体 のために心に憂いが

あ り， 自分の罪悪 のために私の心 は悲 しむ。私 は非常に

たやす く迫って くる誘惑 と罪悪 とのために取 り巻かれて
ゆえ

い る。故 に私が喜 ぼ うとす る と， 自分 の罪 のため に私 の

心 は苦 しみ に うめ く。」(II二 一 ファイ4：17-19)

罪 か ら救われ るた めに救 い主 の必要性 を痛切 に感 じて

い た二 一 ファイですが， 彼 は現世 の生活 に感謝 の念 を抱

いて いなか ったので し ょうか。 そん な ことはあ りませ ん。
かぎ たれ

次 の聖 句が 鍵 です。 「さ りなが ら，私 は今 まで に誰 を頼

み にしてい るか を知 ってい る。」(II二 一 ファイ4：19)

二 一 フ ァイ は自分 が不完 全 な人 間で あ るこ とを よ く知

って いま した。 自分 の罪 のた めに苦 しんでい ま した。 ま

だ 日の光栄 の王 国 に行 け る状 態 で はなかった のです。 そ

れで も， 自分が だれ を頼 み に してい るか知 って い ました。

二一 フ ァイ は， イエ ス ・キ リス トには自分 の罪 を清 め，

神 の王 国へ導 いて くださ る力が あ るこ とに，全幅 の信頼

を寄せ ていた のです。

私 の友人 に， たび たび次 の よ うな こ とを言 っていた人

がい ます。 「私 の人生 も半 分終 わ った わ。 日の光 栄 の王

国 まで半分 来 た とい う ところね。計 画 どお りだわ。」

あ る 日，私 は彼女 に こう尋 ね ま した。 「ジ ュデ ィー，

もし明 日死 んだ らどうなる?」 そんな ことは，今 まで考

えてみ た こと もなか ったので し ょう。，
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「そうねえ， 日の光栄の王国まで半分 というところだ

か ら……月の光栄の王国の途中 というところかしら。そ

れじゃ，まだだめよね。」

救い主 と契約を交わしている私たちは，たとえ明 日死

んでも， 日の光栄の王国に行 ける希望があることを知っ

てお く必要があります。それは，契約関係 に入った者に

約束されている祝福 のひとつです。しかし，そのような

希望についての約束を理解 していない人や，祝福 にあず

かっていない人が多いのも事実です。

我が家の双子の娘がまだ小 さかったころのことですが，

プールヘ連れていって泳 ぎを教 えようとしました。 まず

りベカか ら始 めました。私 はりベカを連れて水に入 り，

「さあ，泳 ぎを教 えるぞ」 と考 えてい ました。 ところが

りベカの方 は，「パパ は私 をおぼれさせ ようとしている

んだわ。私，死ぬか もしれない」と考えていたのです。

プールの深さはち ょうど1メ ー トル くらいで したが， リ

ベカの身長は当時90セ ンチ しかあ りませんで した。 リベ

カはひどく怖がって，泣き叫び，手足 をばたつかせて暴

れ出しました。 とても教えられる状態ではありません。

そこで私 はりベカをしっか りと抱 き止めて，言いまし

た。「さあ，パパがしっか り支えているよ。パパ はりベ

カのことを愛 しているんだか ら，絶対何 も心配はないよ。

さあ，手足の力 を抜いて ごらん。」ようや く， リベカは

私に頼 って くれました。手足の力を抜いた りベカの体を

私が両手で支 えます。「そう，そう。両足を強 くキック

して ごらん。」 こうして りベ カはついに泳げるようにな

ったので した。

霊的な意味で，次のような質問に同じように恐れおの

の く人が少なか らずいます。「自分 は日の光栄 の王国に

入れ るような人間だろうか。本当にいつか行 けるのだろ

うか。きょうも正 しい生活 を送 っただろうか。」自分 は

命にあずかるのだろうか，それとも滅びるのだろうか，

日の光栄の王国に行ける生活 をしてきただろうか， とい

ったことを考えると怖 くなってしまい，進歩できな くな

ってしまいます。そのような ときこそ，ある意味では救

い主がみ手 をもって私たちを抱 き締め， こう言ってお ら

れるときなのです。「私が あなたをしっか り支 えている

のだよ。私はあなたを愛 しているのだ炉ら，あなたが滅

びるようなことはさせない。さあ，肩の力を抜いて，私

に頼 りなさい。」そして私たちが肩の力 を抜いて主 に頼

り，主の存在 を信 じるだけでな く，主のみ言葉 まで信 じ

ることができれば，初 めて私たちは福音 の教 えに添った

生活をするようにな ります。すると主のみ言葉が聞 こえ

て きます。「それでいい。さあ，什分の一 を納 め始めな

さい。 そ う， その よ うに して完 全 な什 分 の一 を納 め続 け

るのです よ。」 こうして私 た ちは進 歩 し始 め るのです。

アルマ書第34章14-16節 に は こう書か れてい ます。
お き て さい ご

rモーセの律法 は一言一句みなこの偉大 な最后 のいけ
まつた

にえを指 し示 している。 このように指 し示すのが全 くこ

の律法の目的である。 この偉大な最后のいけにえとなる

べき方は，すなわち神の御子(イ エス ・キリス ト)である

から， これは無限無窮のいけにえである。

神の御子はこのようないけにえとなって， 自分の名 を

信ずる者 たちをみな救いたもう。 この最后のいけにえの
あわれ

目的は憐 みを与 えるのであって， この憐 みは正義の要求

する罰 に勝ち，また悔改めを生ず る信仰を人 に与 えるた

めにその道 を設けるのである。

もしも人が信 じて悔 い改 めるならば，道がすでにで き

ているから憐みは正義の要求を満足して，悔い改 めた者

たちを安全に保護することができる……。」

「安全に保護する」 という表現 は，モルモン経の中で

も私の好 きな言葉です。

末 日聖徒は 「救われる」 こ、とを信 じているで しょうか。

もし私が自分の勤める大学の宗教 クラスの生徒に向かっ

て，改まった調子で同 じように 「私たちは救われ ること

を信 じているで しょうか」 と質問をすると，普通 は3分

の1く らいの生徒が首を横 に振って，次のように言いま

す。「とんで もない。そんなのはほかの宗派で信 じてい

ることですよ。」なん と寂 しいことで しょうか。私 たち

こそ確かに，救われ ることを信 じているのです。だから

こそ，イエスが 「救い主」 と呼ばれているのです。 もし

救われなければ，救い主がおられる ことに一体 どんな意

味があるのでしょうか。それはまるで，いすか ら立ち上

が ろうとしない水泳監視員のような ものです。「おっと，

あそこでだれかがおぼれかけているぞ。お一い，背泳 ぎ

をやってみろよ。 う一ん，まずい，あれは助か りそうも

ないな。」私たちには救い主がい ます。救い主 は弱い私

たちに，欠けているところに，不完全 さに，そして心の

中の肉欲 に従 う部分に，手を差 し伸べて救って くださる

のです。

ジ ョセフ ・ス ミスが受けた日の光栄の王国の示現の中

で，その王国の人々が次のように描写されています。
さば

「これ らの者 は，神 とキ リス トとがす べ て を審 きた も
いま しる

う者にて在す天にその名 を誌さるる者な り。 これらの者
まつた

は，新 しき誓約の仲保者……イエスによりて完 くせ られ

たる義人 たちな り。」(教 義 と聖約76：68-69)

義人たち，善男善女たち，義 に飢 え渇 く者たちは，新

しい誓約の仲保者イエス ・キ リス トを通 して完全な者 と
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され るのです。

すべてを主 にゆだねる

妻が 自分をふさわ しい人間ではな く，

ふさわしくなれるか どうか もわか らな

い， という気持ちを抱いた とき，夫婦

でいろいろ話 し合い ましたが，その と

き，私 は2カ 月ほど前に我が家で起 こ

ったある事件を思い出しました。私た

ち はその出来事 を 「自転車 のた とえ

話」 と呼んでいます。

ある日私が帰宅 し，いすに座って新

聞を読んでいたときです。7歳 になる

娘のサ ラがやって来て， こう言いまし

た。「パパ，私，自転車が欲 しいの。

近所で自転車を持 っていないのは，私

だけなんだか ら。」

私は自転車を買ってやって もいい と

考 えていましたので，少 しもったいを

つけなが ら，「いいよ」 と答えました。

「いつ
，買っていいの。」

「これか らお小遣 いを全部ためてご

らん。 自転 車のお金 もす ぐにた まる

さ。」私がそ う言 うと，サラは喜 んで

出てい きました。

2週 問後，私が同じようにいすに座

っていると，サラが何か母親 の手伝い

だれもが，

ぜひとも日の光栄の王国に

入りたいと願 っています◎

しか し，それには，

自転車を欲しがった

私の娘のように，みずから

最善の努力を払ったうえで，

愛する天父から助けをいただく

必要があるのです。

を して， お小遣 いを もらって いるで はあ りませ んか。サ

ラが別 の部 屋 に入 って行 くと， 「チ ャ リン」 とい う音 が

聞 こえ ます。 「サ ラ，何 して るん だい」 と私 が尋 ね ま し

た。

サ ラは部屋 か ら出て くる と，手 に きれ い に洗 った小 さ

な瓶 を持 ってい ま した。瓶 のふ たに は小 さな穴 が開 けて

あ り，底 には硬 貨 がた くさん詰 まって い ます。 サラ は私

を見詰 めて， 言い ました。「パパ は，私 が お小 遣 い を全

部 ためた ら， す ぐ自転 車が 買 える ようにな るって言 った

で し ょう。 だか ら， も らっ たお小 遣 い は全部 た め た の

よ。」

私 の心 は娘 に対 す るい とお しさでい っぱい にな りまし

た。 サ ラは， 私 の指 示 に従 お う として， 自分 で で きるこ

とを こ とごと く行 なって いたので す。私 は娘 に うそ をつ

いたわ けで はあ りません。 お小遣 い をため続 けてい けば，

問違 いな く自転 車 は買 える ようにな るで しょう。 しか し，

そんな にた まる ころには，今 度 は車 が

欲 しい と思 うようにな ってい るのでは

ないで しょうか。 いつ までた って も，

願 い はか な い ませ ん。 そ こで 私 は，

「町へ 行 っ て
， 自転 車 を見 てみ よ う」

と言 い ま した。

私 たち はペ ンシルベニ ア州 ウィ リア

ムズポー トの店 とい う店 をみな訪 ね，

とうとう，一番 ぴ った りした 自転車 を

探 し出 し ました。 自転 車 に乗 って みた

サ ラは大喜 びです。 ところがサ ラは自

転車 の値札 を見 て，顔 色 を変 えました。

し まい には泣 き出 したので す。「パ パ，

お小遣 い をためて， 自転車 を買 うなん

て私 に は無理 だわ。」

私 は尋 ね ま した。 「今 い くら持 っ て

い るんだ い。」

「61セ ン トよ
。」

「じゃ
， こ う しよ う。 サ ラが これ ま

で ためたお小遣 い を全部 パパ に渡 して，

パパ にだ っ こして キス して くれれ ばい

い。 そ うすれ ば，パパ が残 りのお金 を

出 してあ げ よ う。」 娘 は私 を抱 き締 め

て， キス して くれ ま した。 そ して61セ

ン トを渡 したのです。 私 は残 りのお金

を足 して， 自転 車 を買 い ま した。 そ し

て，家 へ帰 るの に自分 の車 を随分 ゆっ

くり走 らせ る羽 目になって しまい まし

た。サラがどうして も自転車か ら降 りず，歩道 を自転車

で走 って行 ったからです。娘が 自転車で走 るそばをゆっ

くりと車を運転 しなが ら，私はふと考えました。 これは

キリス トの蹟いのた とえ話だ と。

私たちには切実に求めるものがあ ります。自転車 の比

ではあ りません。私 たちの望みは日の光栄の王国です。

天父と共に住む ことです。私たちが どれほど一生懸命努

力 しようと，十分 とい うことはあ りません。ある段階ま

で来 ると必ず，「もうこれ以上 は無理だ」 とい うことを

認識 します。妻のジャネットは，あのとき，そういう段

階だったのです。その段階こそ，救い主の言われた福音

の契約 のすばらしさを味わう時なのです。救い主 はこう

言われ ました。「心配することはない，あなたは完全で

はないのだから，私 にあなたのすべてをゆだねなさい。

私を抱き締めてキスをするだけでよい。そうやってあな

たは私 と個人的な関係 を結ぶのだ。 あなたがで きない と
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ころは，私がしよう。」

み言葉には苦 しい面 と喜ばしい面が

あります。苦しい面 は，最善 を尽 くす

よう求められていることです。私たち

はで きるだけ一生懸命努め，自分 にで

きることはことごとく行なう必要があ

ります。 しか し，喜ばしい面は，私た

ちができることをことごとく行なって

しまえば， とりあえずそれで十分 だと

いうことです。私たちは主 と共 に永遠

に進歩 し，いつか完全な存在 とな りま

す。 しかし，今の ところ，私たちは主

と契約 を交わ し，主の助 けを受 けたと

きだけ完全なのです。主の完全 さに頼

ったときに初めて，完成への道 を歩み

始める希望が持てるのです。

どのようにして完全な者 となれるの

か，私たちふた りは話 し合いを重ね，

ジャネ ットはようや くそれを理解 しま

した。ジャネッ トが涙 を浮かべて言っ

た言葉 は今でも忘れ られません。「こ

れまで もずっと，主が神の御子 だと信

じてきたわ。主が私たちのために苦 し

まれ，亡 くなられた と信 じてきたわ。

でも，今やっとわかったの。主は罪深

い，弱い私 を救って くださる力がある

方なのね。ふさわしくない私 も，才能

のない私 も救って くださるのね。」

キリストと契約関係に入ることを，

聖典は結婚にたとえています。

私たちは皆

キリストとひとつになり，

自分の救いのために

主と手を携えて

働く必要があるのです。

どれだけ多 くの人々が，二一ファイの次の言葉を忘れ
きよ く どく め

て い るこ とで しょうか。「聖 いメ シヤの功徳 と慈 悲 と恩
ぐみ

恵 とに頼 らなければ，神 の御 前 に住 まえ る人 が一人 もな

い… …。」(II二 一 ファイ2：8)

ほ か に道 はあ りませ ん。・自分 で 自分 を救 お う として い

る人が大 勢 います。彼 らは， イエス ・キ リス トの蹟 いが

身近 にあ るに もかか わ らず， 「自分 が や り終 え た ら， 自

分が完全 になった ら， 自分がふ さわ しい者 になった ら，

その ときには蹟 い を受 けるにふ さわ しい者 となってい る

だ ろう。 その段 階で初 めて キ リス トに頼 るよ」 と言 って

いる ような ものです。 それ はで きな い ことなのです。 ま

るで 「元気 になってか ら薬 を飲 む よ。 その ころに は薬 も

飲 め るようにな って い るだ ろ うか ら」 と言 うの と同 じで

す。蹟 い はその ような 目的 のため に備 えられ たので はあ

りませ ん。

私 の愛唱 す る賛美歌 の ひ とつ に， 「お お， 主 の愛深 し，

救いの血 を思い，主を愛 し，み業をな

さん」(賛 美歌110番 『街 を離れたる青

き丘に』)という歌があ ります。私が こ

の賛美歌 を愛唱する理由のひとつは，

この歌詞があの契約関係 のふたつの面

を歌っているからです。私たちは， 自

分 に与 えられた力をすべて使 って 「み

業 をなさん」 とする必要があ ります。

私たちはで きる限 りのことをしなけれ

ばならないのです。できる限 りのこと

を行 なってか ら，その上で，「救いの

血を思い」その瞭いの力により頼むの

です。救 い主 には私たちのできないこ

とを代わってして くださる力があると

信 じなければな らないのです。

ブルース ・R・ マッコンキー長老は，

かつて， この状態 を 「福音の馬具 につ

か まる」 と表現 したことがあります。

私たちが福音 の馬具 につかまっている

ときは，確かに王国に向かい目標から

目を離さずに馬を走 らせている状態な

のです。た とえ，私 たちがまだその王

国に到達 していな くとも，この世 の生

涯で王国を目標に馬 を走 らせている限

り，永遠の生涯でもその王国を目指し

ているのだ という自信が持てます。キ

リス トの購いを通 じて，私たちはその

目標 に向かって進む という希望を抱 き，

やがてその目標 に到達で きるという期待が抱 けるのです。

イエス ・キ リス トは神の御子であ り，世の救い主です。

主は私たち一人一人の救い主です。ただそのためには，

栄光 に満ちたあの契約を主 と交わ し，自分の持てるすべ

てを主に捧げる必要があります。それがた とえ61セ ン ト

であろうと，1ド ル50セ ントであろうと，あるいはまた

2セ ン トであろうと，手元 には何 も残 してはな りません。

すべてを主に捧げなければな らないのです。加 えて，自

分 にで きない部分 を主が代わってして くださり，完全に

は遠い私たちのために不足を補って くださるという信仰

と信頼 とを抱 く必要があ ります。 これ こそ，負いやすい

くびきであ り，軽い荷にほかな りません。□

*ス テ ィ ー プ ン ・E・ ロ ビン ソ ン

聖典 学部 学 部 長 。

ブリガム ・ヤング大学古代
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家庭訪問メッセージ

み言葉 を味わ う

グアテマ ラのナワラという町では，

扶助協会に集 う熱心なインディアンの

姉妹たちの問に奇跡が起 きています。

母国語のキチェー語で レッスンを受 け

ているのです。教師は，伝統的なマヤ

の民族衣装， コルテ とウ ィー ピル(手

の込んだししゅうを施 した手織 りのス

カー トとブラウス)を 身 に着 けたイン

ディアンの姉妹 で，スペイン語 をキチ

ェー語 に翻訳 しなが らレッス ンをして

います。

この教師は， とりわけ女性に とって

学校教育 を受 ける機会が少 ない地域 に

住みなが ら，独学で読む ことを学び，

ほかの姉妹 にも教 え始 めました。多 く

の時間を費や して自力で学 んでいる彼

女の姿を見て，扶助協会の姉妹たちの

問にも学習意欲がわ き上がって きたの

です。ナワラの姉妹たちは，共に 「キ

リス トの言葉 をよく味わ」っているの

です。(II二 一 ファイ31：20)
なんじ

救 い主 は 「汝 ら互 いに この王 国の

教義 を教 ゆべし」(教 義 と聖約88：77)

と命 じられ ました。扶助協会 の姉妹た

ちは世界中至 る所 で， この救 い主の教

えに従い，与 えられた才能を伸ばし，

神のみ言葉の力 を共 に味わっています。

学ぶ ことは， 自分 自身やほかの人 を

啓発するの にどのように役立つで しょ

うか。

「学 間を求むべ し」

人は生 まれた ときか ら学び始 めます

が，生涯学び続 ける必要があ ります。

1LLUSTRATEDBYLORIANDERSON

スペ ンサー ・W・ キ ンボール大管長

の妻，カ ミラ ・キンボール姉妹はみず

か ら模範 を示 して生涯学び続 けました。

70歳 を過 ぎて もなお，毎年大学でひと

つかふたつのクラスを受講 したのです。

キ ンボール姉妹 はこの ように述べてい

ます。「学ぶ とい うことは，あ らゆ る

種類の経験に対 して常に心を開いてい

るとい うことです。適切 なときにクラ

スを受講す るのもそのひ とつですが，

私たちは常に心 を開き， 目を見開 き，

ほかの人々や国々を理解 しようと願 う

べ きではないで しょうか。 また，子供

たちが喜んで学べるように助 けるべき

だと思います。」

主はこのように述べておられます。

「汝 ら努めて求め
，互いに智恵 ある言
しか よ ふみ

葉 を教 うべし。然 り，汝 ら最 も善 き書

より智恵ある言葉を探 し求めよ。 また

正 に研究 と信仰 とによ りて学問を求む

べ し。」(教 義 と聖約88：118)

私 た ち各 自がそれぞれ置かれた状況

の中で，教育 を受け続 けるにはどうし

た らよいで しょうか。

み言葉を分かち合う

私たちは人生で どのような状況に置

かれても， 自分 自身や ほかの人 のため

に光 と真理 を求 めることがで きます。

「知識 と知 恵がある と
，私 たちは真実

と誤 りを区別 し， より良い選択 をする

ことがで きます。…… 自立するために

は以下の ことを行なう必要があ ります。

●読 み書 き，基本的な計算の能力 を高

める。

●聖典 をはじめ，良書 を読んで研究す

る。

●人 とのコ ミまニケーションを円滑に

す ることを学ぶ。

●知識 を増す機会 を利用す る。」(「主

の道にかないて助けをなす一 福祉に

関する指導者用ガイ ド」p.6参 照)

世界中には，女性 が読み書 きを学ぶ

機会のない所がまだた くさんあ ります。

自分の住む地域社会で読み書 きを学ぶ

活動にボランテ ィア として奉仕するこ

とによ り，私たちもこうした状況の改

善 に貢献で きます。書物 を手 に入れ る

ことがほとんど不可能 な地域 もあ りま

す。モル モ ン経基金 によ り，無 数 の

人々が母国語で この貴重 な書物を読む

ことがで きるようになっています。

私たちが家族や地域社会の中で，光

を照 らし真理 を広め る助 け手 となるこご

はどうした らよ～・で しょうか。□
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信仰 とい う名の冒険

ロー レンス ・H・ キム

モルモン経は福音に対する証をはぐくむうえで鉄の棒となりました。

ノ鴫嬬 纏豫鰍募瑠鍛 ㌻藤
で きな くて苦労 しました。職場の同僚であるフランクは

教会員で，私たちは毎 日のようにしばらく腰 を下 ろして

話 し合いました。私 はフランクにモルモ ン経 についてむ

ずかしい質問をしましたが， フランクはいつもそのとき

の私 に役立つような有益な答 えを くれました。

モルモ ン経を読み終わって，私はこの書物 について祈

るよう努めました。燃えるような証 を得たわけではあり

ませんが， そこには真実が書かれていると感 じました。

それが歴史上実際にあったことであるという確信 はあり

ませんでしたが，重要なキリス ト教の文書であると信 じ

ることはできました。そしてモルモ ン経 は霊感 によって

記された書物であるとの結論 を得ました。

教会や会員たちを見ていると， 日々の生活の中で霊性

と福音の実践 とが相 まって，私を含めて人々の心を動か

し，その生活に影響 を与 えていることがわか りました。

また，モルモニズムとは新約聖書に記 されたキ リス トの

教えを実際の行動に移 したものであるとも感 じました。

こうして，私 は地上 における真のキ リス ト教徒の生 き方

の最高の模範 というべき教会 を見いだしたのではないか
けんそん ささ

と興奮 していました。そして，天父に謙遜な祈 りを捧げ，

「私はこの教会 に入 るべ きで しょうか」 とい う単純な質

問をしようと決心するに至 りました。

居間の暗やみの中でひざまず き，主に私の心を打ち明

け，私の探求，苦悩，主のみ こころを行ないたい という

望みを告げたのでした。私はどのような答えを受けても

それに従おうと心に決めていました。祈 り終わった後で

私は聖書 に手を伸ばしました。ぺ一ジをめくっていると，
「そうです。あなたはバプテスマを受 けるべ きです」 と

い うはっきりした導 きを心に感 じました。私は喜びに涙

があふれました。 ようや く，なすべ きことがわかったの

です。

それ以来，モルモン経の真実性についての確信が深 ま

るにつれて私の福音 に対する証 も強 くなってい きました。

しかし，、この過程にはいつも様々な苦しい奮闘が伴いま

した。

祈 りを伴 う研究

私がバプテスマを受ける決心 を家族に話したところ，

父は愛想 を尽か したように顔を背けました。私 はまった

く打ちのめされた思いでした。 この世のだれ よりも愛 し

尊敬する人か ら，私の人生で最 も大切な決定にひ どく反

対 されたのです。

バプテスマを受けて2，3カ 月後，私は初めて反モル

モ ンの人々の作成 した ものに出会いました。教会の批判

者 として知 られているある人が私の両親にテープを渡 し

たのです。両親は私が教会 に入ったことをとて も心配 し

ました。そして，私もそのテープを聞いて心配になって

しまい ました。

そのテープは否定的で， もっともらしく聞 こえる部分

もあ りましたが，私はこれが真実であるはずがないと強

く感 じました。 この教会 を研究する過程で，何度 もみた
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まを感 じたことがあったので，教会が真実であることを

否定することはで きませんでした。そこで反モルモンの

主張 を研究 してみることにしました。私は祈 りをもって

聖典(特 にモルモン経)に 向かい，聖典 に通 じた教会員が

私の質問に答 えて くれました。 このことを通 して，私が

教会に入ったのは正 しい選択であったことをそれ まで以

上に強 く確信 しました。

それで私 も，特別に両親のために自分でテープを作 り，

反モルモンのおもな非難 に答 えました。私は両親にテー

プを聞いて もらいました。テープを聞いた後，父は涙 を

流 してこう言いました。「すばらしい教義だ。」それから

私たちは互 いに抱 き合 ったのです。 この経験 は，私たち

の間に新 しい関係が生 まれる出発点 とな りました。

「その人 に見覚えがあると思 うわ」

私がステーキ部伝道部長に召 された翌日， まだ私の新

しい召 しを知 らない母が私の夢 を見たと言いました。そ

の夢の中で私は教会の新 しい責任 を受 け，部屋いっぱい

の人の見守 る中で，年配の男性が私を聖別するように私

の頭に手 を置いていたというのです。それから私は母 に

新 しい召 しについて話 し，任命 される過程について話 し

ました。「もしその男性を見たら， きっとその人 に見覚

えがあると思 うわ」 と母が言った とき，私は驚 きと感動

を覚えました。

私は任命 され るとき両親 を招待 しました。S・ ディル

ワース ・ヤング長老が私 を任命 した後，母は 「私が夢の

中で見たのはあの人 よ」 と言って涙 ぐみました。私はこ

の機会を捕 らえて，両親 に証を述べ，何 も心配する必要

はないことをわかってもらいました。私 の父は初めて教

会 についてい くつか質問 をしました。私 たちは皆主のみ

たまを感 じ，母は喜びの涙 を流 していました。

強め られた証

モルモン経に対する私の証が大 きく強 められたのは，

私 と妻のジャンがエクア ドルのキー ト伝道部に指導者訓

練のための専任の召しを受 けたときで した。ユタ州プロ

ボの宣教師訓練センターにいる間，私は絶 え間な く霊的

な糧 を得，モルモン経をもう一度読み直 しました。モル

モン経を読んでいると，それが真実であり歴史上の事実

であることに対す る疑 いを差 しはさむ余地 はなく， どこ

を開いて も言葉が心の中に流れ込むように感 じました。

モルモン経が真実であることがはっきりわか り，いかに

してモルモン経の教 える原則 に忠実 に生 きるか という課

題が私の心 を占めるようにな りました。

この召 しに就 いている間，エクア ドルの聖徒たちの証

を聞 く機会があり，私の証 は再び強め られました。 この

ような特別な証 の中で も最 も感動的だったのは，オタバ

ロの聖徒たちの証でした。彼 らは文字 どお り古代インカ

の純粋な子孫でしたが，父から息子へ と口承 されてきた

彼 らの歴史 はモルモン経の物語に非常に似ていました。

そのためオタバロインデ ィアンはモルモ ン経 は自分たち

の書物であると信 じていたのです。

この召 しか ら解任 された後，私たちはエズラ ・タフ

ト・ベ ンソン大管長の勧告に従 いモルモ ン経 を再び読む

ことにしました。 この ときはエクア ドルの会員たちの中

で得た経験や彼 らの証が心の中にあ りました。そして，
めいそう

ある箇所を何度 も読んだ り，瞑想 した り，下線 を引いた

り，ほかの聖句 を参照したりしました。私 は，このよう

な様々な経験から 「モルモ ン経が真実の書物であること

を知っている」 と証できます。

20年後

バプテスマを受けてか ら20年がたちました。これ まで

にモルモン経を少な くとも10回 は読みました。この特別

な書物について深 く考 える度 に，私は新 しい発見をしま

す。私の両親はモルモンが まじめなキ リス ト教徒である

と信 じて くれています。私たちはお互いが 自分 たちの宗

教 に献身的であることに尊敬の念を抱いています。私た

ちは互いの教会 を訪れ，共に祈 り，聖典 を読み，福音の

原則について話 し合い，家族 としての霊的な礼拝の集い

を持ってい ます。 ときにはそのような集いで，モルモン

経か ら聖句を引用することもあ ります。私は強い証を持

っていますが， これからもモルモン経 を研究するにつれ

て， この証はさらに深 まることで しょう。□

*ロ ー レン ス ・、H・キム 兄 弟 ア リ ゾナ 州 メサ ステ ー キ部 メサ

第IIワ ー ド部 所 属 。 ワー ド部 伝 道 主 任 。
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越

す

い

て

よ

遭

つ

る

理

ま

大

と

と

は

ま

つ

ま

思

べ

る

に

な

得

無

り

，

ち

こ

私

し

引

，

の

す

け

目

に

を

は

な

は

た

た

。

と

へ

め

母

ら

裂

な

の

安

で

く

と

弟

じ

す

う

町

た

。

か

り

ん

も

平

晩

亡

こ

兄

感

ま

そ

の

の

た

り

張

こ

な

る

一

で

う

や

が

い
．
隠

か

さ

し

周

の

「

め

い

。猟
癌

い

父

分

思

を

ほ

固

で

の

胸

。
滲

で

す

，

と

，
自

と

ち

に

頑

方

分

，
た

ぱ

ん

ま

前

う

は

，
た

持

共

の

一

自

い

し

生

望

り

年

失

私

せ

つ

気

，
分

る

が

ま

ま

人

が

か

５

を

。

わ

か

の

し

自

な

の

し

し

の

た

か

は

人

す

通

よ

分

婚

，
く

も

て

を

私

な

が

母

る

で

を

ら

自

再

き

ど

る

つ

い

，

あ

間

の

す

と

心

た

，

が

と

ひ

な

な

思

れ

時

私

愛

こ

と

し

に

父

た

す

と

く

な

さ

朋堵罪削勧聖

灘

灘

繍

蕪

灘

欝

融監描磁藷

　

し

む

と

を

す

え

が

，

よ

つ

女

叙
贈

。

天

の

，

い

く

き

さ

ご

期

。
ま

会

時

て

し

な

彼

し
の

す

，
神

ら

さ

う

い

だ

る

時

う

り

に

，
れ

で

く

。

ト

で

て

を

か

だ

も

負

く

い

る

よ

あ

ん

が

つ

と

な

ん

ス

の

い

ら

れ

く

。
背

て

で

わ

し

も

さ

す

に

こ

い

せ

り

る

ず

自

そ

て

す

は

ナ

軸
咳
震

溺
購

髪

は
済
棚
灘
吠
器

霊

螂

話
粥
賦
臆
渡
囎
鵬
弧
桁
蘭
切
璽
違
罐
ぼ
訪
舜
砒
舷

鍬
繋
議
禦
誹
糠
謂
櫨
濡
搬０

糠執だくてけ助ず必をたな

い

ω

わ

う

い

う

さ

あ
，

で

は

る

ち

れ

た

ら

人

め

る

慰

い

は

で

ら

の
９

，
５イタマ（

見意の年少青

む

な

た

た

し

し

な

た

て

で

感

り

亡

め

が

は

し

い

そ

」解

に

な

し

せ

を

か

に

慰

た

で

で

で

。
理

う

か

を

幸

安

わ

き

を

し

ろ

ん

れ

た

を

よ

の

き

に

平

く

と

私

ま

こ

せ

暮

し

死

る

幕

働

当

，

よ

の

が

れ

ど

ま

に

ま

の

き

が

い

本

も

が

歳

様

く

め

じ

み

見

父

で

父

し

。

に

ち

１０

父

て

慰

感

．し

を

，

が

，

ら

す

私

持

が

お

つ

，

か

悲

夢

で

と

は

ば

ま

気

私

の

言

は

し

の

げ

こ

私

．
す

い

の

，

天

は

か

り

き

は

。
皆

月

怒

と

父

た

，

カ

と

い

の

し

と

何

痛

な

私

ま

る

の

苦

れ

。

り

れ

初

，

ら

す

な

く

最

く

じ

ま

く

て

，

．
父

か

る

今

る

て

た

は

お

じ

。

け

つ

ち

私

の

感

す

助

知

満

，
夢

を

で

を

を

に

晩

の

安

の

人

の

安

る

そ

平

た

，

る

平

あ

て

，

つ

で

い

，

～



つ

．

願に〉つよるれ切り乗くまう

。

が

す

た

ま

な

い

あ

て

シト

葡

バ

ニ

Ｇ

ト

ア

ム

州

ス

一

フ

サ

タ

エ

イ

テ

ン

ユ

ウ

テ

ス

ラ

強

５０

ｓ

４１

ｅ

ｅ

８

　

　

，㎝

叩

加

記

益

・

あ

・

驚

蝉

創

償

㎝

ｎ

Ｎ

Ｏ

ｅ

コむ

　し

　

さ

応

年

だ

訂

㎜

ａｓ

ね

皆

疑

９２

く

Ｅ

研

Ｅ

忙

Ｕ

ｔ

ａ

む

む

の

い

し

す

こ

さ

送

で

，
だ

郵

り

て

く

を

お

え

て

答

と

答

し

回

の

Ｓ　

に

に

，
次

Ｅ

問

の

に

は

Ｗ　

質

も

で

先

Ｎ

の

な

ま

て

ＡＤ

下

有

１

。

Ａ

も

を

月

い

Ｓ　

ん

答

６

さ

０

Ａ　

質

１９

て

Ｑ

．ｍ

５０

Ｓ

Ｕ

部

国

翻

も

く

。
合

た

ま

キ

母

で

で

て

ん

場

ま

り

［

。
ら

プ

し

せ

る

。
限

テ

い

ち

イ

封

ま

あ

す

は

ス

さ

こ

夕

同

し

で

ま

と

属

だ

Ｑ

も

を

た

の

き

る

。

所

く

ん

で

真

い

も

で

れ

い

，
て

せ

き

写

は

な

も

さ

さ

所

し

ま

書

ば

却

的

と

用

だ

住

記

い

手

れ

返

人

こ

採

く

，

明

構

。
き

し

個

る

が

承

齢

を

も

す

で

だ

に

す

答

了

年

名

て

ま

。

た

常

に

回

ご

，
部

い

し

す

。
非

名

の

で

・
名

ド

書

た

で

い

が

匿

て

の

氏

一

で

い

構

さ

答

は

べ

ん

ワ

語

訳

結

だ

回

に

す

せ

賎

。
と

束

つ

る

よ

題

す

ご

約

る

め

ら

間

で

た

，
せ

始

た

な

と

れ

ず

さ

く

し

き

こ

ま

き

り

か

う

大

う

頼

で

か

に

ど

‘
る

ま

，
成

つ

と

。

い

し

に

達

が

，
す

て

て

め

は

を

が
．で

え

し

た

標

人

す

の

□

抱

ば

い

目

。
で

い

。

の

延

な

，
ん

の

な

か

私

き

め

ず

せ

い

き

う

引

始

ら

ま

な

で

よ

を

に

わ

れ

は

が

し

問

事

ぐ

終

守

り

と

で

質

物

す

は

も

も

こ

い

「…．…

母

た

先

，
あ

ま

終

お

て

し

の

を

励

，

い

。

つ

に

く

こ

の

り

天

だ

を

の

ま

で

み

守

ん

平

る

。

た

心

い

％

き

な

う

Ｑ
、

が

つ

ま

ち

。

れ

が

。

き

愛

ん

話

。

一

見

い

な

後

近

る

り

祈

く

じ

い

る

い

愛

し

を

さ

。

か

た

な

。

と

よ

と

き

も

す

私

か

い

持

ね

ら

て

す

生

も

さ

か

い

ラ

が

さ

に

分

に

守

怒

。
ら

存

思

す

思

の

悲

私

母

う

か

し

あ

す

・る

し

の

で

は

で

。

か

思

気

す

お

べ

で

で

て

。
母

れ

さ

セ

達

だ

け

随

音

を

る

た

そ

こ

の

理

と

父

。

る

お

よ

が

ま

し

ま

い

で

あ

解

れ

夫

捷
恥
批
潔

紅
汐
助
漸
靴
め
諮
濯
㏄
伽
破
姻
鋤
㎝
蠣
蘭
鮒
糺
調
嘩
齢
耀
胱
妖
対
耐

虎
糺
嘲
脚
．誘
諏
綻
吐
麗
鯉
艇
赦

獺
鵬
雛

灘

蹴
雛
輪難
撚
惚雛
難

灘
瀦
欝
糠

鰍灘
鵬欝
瞬密

獣
霧
織
欝
欝
譲
鷲
濡
濃
鵬
蜥
譲
鵬
聯
欝
猫
鞭
譜
繍
篇
紫
歓
諜

こ

を

，
た

み

の

死
．
て

ん

れ

ら

し

を

て

合

た

る

に

は

て

こ

し

も

で

そ

と

ざ

し

思

れ

ま

く

な

な

見

よ

，
む

ら

か

れ

く

ろ

で

の

死

は

な

し

た

。

つ

さ

ら

い

も

と

い

し

な

せ

私

の

つ

る

で

情

中

は

た

い

許

。

ま

あ

て

あ

い

を

し

も

望

和

温

こ

亡

だ

う

そ

の

の

あ

悲

な

す

わ

母

お

て

こ

聞

ま

あ

だ

た

な

あ

と

感

の

父

つ

洗

を

す

包

の

つ

が

安

で

で

が

が

う

に

い

ど

号鱗弊輔聖

州

一

ト

ラ

ツ

一

ミ

鋤
薪

コ

ダ

テ

ｑ

む

も

流

る

へ

と

う

り

痛

た

同

じ

す

に

身

を

す

う

り

そ

た

の

れ

も

存

ま

と

す

と

，

よ

見

と

自

涙

愛

こ

た

て

ふ

そ

ら

合

こ

い

こ

ま

母

ら

せ

を

る

ご

，
．
が

と

ふ

し

，

，

じ

場

を

て

る

い

の

た

に

々

れ

ト

に

タ

る

，
う

は

で

感

の

み

つ

め

思

私

し

的

人

ら

ス

前

ル

い

り

ど

れ

の

に

た

痛

さ

慰

と

，

と

神

る

お

り

る

マ

で

な

。

そ

た

う

な

の

だ

を

る

が

る

精

あ

で

キ

せ

と

ん

に

す

。

れ

よ

あ

た

く

人

れ

ん

れ

よ

に

ん

ら

ヤ

し

で

で

か

ら

の

な

で

ら

さ

ら

せ

み

望

返

リ

悲

い

の

う

お

と

あ

ん

き

マ

き

お

た

よ

て

こ

し

生

。

嘆

が

れ

し

し

の

は

悲

を

た

て

ト

か

で

愛

分

。
主

に

ロ

し

つ

ス

泣

の

も

自

す

。
緒

ザ

ま

失

リ

に

た

て

こ

で

す

　

ラ

れ

を

キ

緒

れ

と

を

ら

で

，

，

さ

人

，

↓

さ

を

み

か

じ

で

．

得

母

お

に

し

に

を

お

て

的

苦

う

ス

め

の

じ

体

な

よ

リ

慰

た

感

肉

き

る

州

ン

ハ

，
な

に

，
大

け

。

ド

ト

・

、

放

協

持

郁

虎

励

対

醇

↓

鉱

劇

よ

も

じ

な

も

だ

い

コ

ソ

ア

ｑ

。
同

あ

，

い

思

　

私

年

も

に

シ

す

つ

瓢
欝
灘

椥
熱

栂
感
雛

り

の

り

独

感

な

た

怒

孤

際

く

な

。

，
実

亡

あ

た

感

が

に

。

し

弱
燥

も

腱
曾
は
窯

艶

の

と

験

Ｌ

。

歳

こ

経

て

ク

ー５

の

部

し

ツ

が

前

全

対

ヨ

もれだは族家へかて

↑

噸

」睾

幅



ル一コン
、

アのまたみ

ドツト　Ｍ■イエジρ

賦ア

心託諭轍論
朔

長譲朧歎凝
鵬
あ盤脇朧

刊

　

ヲ

た

の

に

引

に

十

彼

れ

い

し

ン

り

分

た

が

な

温

か

語

に

確

対

の

い

し

時

ば

に

け

う

，
取

互

託

ア

降

き

し

た

ん

，
底

て

い

。
の

も

し

　織
灘
灘
　　雛

醗

認
簾

凝
騨雛

饗

欝

囎簾課

夜

女

ド

こ

し

た

ス

の

サ

て

め

つ

キ

け

能

く

コ

い

あ

ぶ

す

伝

は

は

各

。
彼

一

た

ま

し

り

そ

ン

つ

た

わ

，
つ

可

厚

の

長

「

及

揚

の

ち

の

，

た

，
ラ

つ

れ

ま

キ

ら

コ

合

の

終

き

見

は

は

ら

る

た

に

高

こ

た

た

り

・し

が

グ

か

ら

い

の

か

。
め

女

が

と

を

ち

壁

彼

あ

れ

間

，
に

員

つ

あ

ま

す

ン

か

け

て

上

目

た

詰

彼

ル

る

い

た

の

の

の

ら

日

き

ず

団

な

で

し

で

こ

し

つ

つ

架

の

し

見

，

一

い

互

員

葉

き

み

語

２２

と

れ

に

に

々

を

の

レ

さ

き

な

字

女

ま

を

て

コ

て

け

団

言

と

か

ら

る

触

か

象

人

の

思

を

し

を

ボ

つ

ら

」
自ト

る

て

由

に

語

ら

通

続

こ

の

中

で

ジ

の

か

な

！

一

れ

い

理

私

英

ば

夜

い

た

良

界

と

一

ワ

向

初

ぞ

サ

流

や

」

は

・
す

に

歌

灘
灘
欝
驚

ツ

に

旧

，
劇

叫

ク

の

胸

た

え

イ

で

ナ

問

を

せ

終

ヨ

声

バ

週

出

か

。
い

シ

大

タ

３

い

驚

た

歌

リ

て

，

あ

お

。
れ

じ

ま

え

け

い

後

ぐ

た

ら

感

せ

伝

続

し

了

ぬ

し

ね

で

話

を

い

ほ

終

を

ま

尋

ま

は

さ

歌

て

の

涙

い

を

今

で

し

し

け

ま

が

き

で

た

い

な

生

歳

き

も

び

で

３８

て

性

選

国

は

れ

男

を

る

私

ら

な

葉

こ

「

，
指

で

の

ト

団
一

唱

サ

合

ン

ル

コ

ク

の

ナ

で

バ

会

タ

協

ン

友

モ

楽

ル

。

の

モ

一

ン

る

リ

一

け

ト

イ

受

オ

ウ

を

・

∴
采

ド

ア
加
喝

ル

リ

に

ラ

ト

共

エ

ス

と

ジ

一

員

者

オ

団

揮

慧
撫
諒

験経な
ｄ
別

鍵

購

灘

轡

購

鍬
錨

灘

頓

驚

棚
頻
蕪

騒

蘇

論

籾
サ

，

６

の

楽

５

老

。

番

の

出

の

〉
。
う

何

，

ま

食

の

バ

ン

仰

の

私

分

の

る

た

よ

え

り

せ

難

　謙
蕪
難
鑑

へ藤
齢
醤

　

ｄ

の

あ

ち

す

特

け

ん

ト

た

ま

も

鰯
緬

縞

果

鴛
翻

齢

蕊

繍
臆鋸

罪

蕨

計

監

識

離

紅
ヤ

。

う

る

キ

号胡年
野都勧聖







オ

曝

．

イ

台

デ

う

タ

い

ユ

と

◎

シ

人

た

陥

勲
麟
ヒ

曙

勢

ッ

台

大

り

た

て

｝
し

め

ユ

演

極

チ

公

は

・

で

τ

ス

ナ

し

イ

噂

と

ス

リ

溝

ア

公

・

の

左

ン

団

．．
果効

。

響

団

畜

曝

の

含

ル

る

…
す

ブ

湊

ス

公

ラ

で

ト

レ

ス

グ

・

ン

ス

コ

ン

・

う

デ

フ

・

雪
レ

夜

パ

蔚

い

の

し

そ

ら
「
ばす

右

の

●

う

広

ン

功

交

あ

し

そ

会

ヤ

成

が

で

献

示

教

キ

な

つ

の

貢

を

・

き

さ

も

く

か

臨

一

大

い

な

き

る

一

リ

で

あ

う

大

い

イ

バ

え

と

よ

に

て

テ

ビ

う

迎

の

の

い

一

の

る

歓

ど

る

置

パ

ン

作

い

が

せ

を

の

ト

を

か

会

ら

値

け

ン

橋

温

教

知

価

だ

シ

け

て

，
を

の

者

ワ

か

つ

れ

か

け

待

る

，
よ

さ

る

だ

招

め

で

に

換

い

れ

の

務

の

れ

交

て

ど

こ

を

も

そ

が

し

て

。
長

た

。
品

と

し

す

課

し

た

念

的

対

で

際

画

し

記

目

に

の

国

企

ま

，
を

は

し

念

し

功

ち

か

ば

ｄ

館
喘
嘱
㎞
賊
枇
搬
謝
凝
鋸
坪
磯
弘
鱒
乳
煽
妬
”
鉾

。
相

う

ど

。
ま

う

。
と

ま

た

け

瞳

舳

噂

径

暖

効

鉱

融

対

蘭

ゆ

厩

放

且

煎

堀

掴

吐

韻

糊

曜

艦

弥

杁

ガ

コ

あ

り

て

の

ま

の

次

禁

い

ち

美

ま

る

確

を

ヤ

し

た

教
・
を

部

会

Ｍ

七

コ

翻
灘

鍵

難
糖
　灘

蘇
．

一

教

理

破

ん

●

一

ル

申

践

ん

た

ブ

想

つ

じ

つ

た

述

行

ロ

員

地

ス

瓦

リ

が

真

は

せ

ガ

会

る

声

ま

ン

教

い

歌

り

ハ

の

て

の

あ

，
方

め

結

も

は

た

求

団

で

で

な

が

う

の

会

あ

界

歌

も

餐

「

世

の

る

晩

・
全

団

得

の

ち

今

唱

し

陵
評

論
磯

一

つ

こ

す

，

サ

モ

く

実

せ

も

」

理

ン

方

強

の

ま

を

テ

の

コ

た

と

そ

え

の

の

ち

の

な

る

，
言

も

こ

た

で

あ

あ

に

は

る

て

私

ワ

「

が

と

と

い

れ

，

紗

鵡

礁

枇

喝

㍑

趣

舵

モ

し

共

念

て

求

派

す

，
ま

に

残

し

が

ら

話

あ

同

に

し

を

同

一

定

パ

一
ズ

で

，
会

ま

証

に

ヨ

徒

ツ

ガ

ル

う

と

教

き

の

一

で

使

ロ

ン

一

蝋

㎝

鰍

耽

匠

”

暴

仁

ト

↓

西

泉

８０

こ

出

つ

，
最

た

時

Ｂ

・

の

数

こ

も

に

後

。

つ

当

・

ト

ま

者

，
で

音

の

た

あ

，
ス

一

た

席

で

れ

福

そ

し

が

と

ン

バ

み

出

会

だ

が

Ｑ
ま

任

老

ハ

ル

均

餐

は

者

た

り

責

長

の

ア

ド

回

願

や

し

教

督

ル

定

イ

と

た

の

が

め

れ

何

た

ダ

民

る

あ

さ

と

ソ

後

ン

あ

関

皆

し

に

同

４

４

合

て

そ

こ

し

部

ル

収

さ

，

、る

と

報

べ

を

わ

り

ま

●

サ

ど

引

。
番

ン

ち

に

す

一

コ

立

奏

で

で

を

と

演

の

生

ド

つ

に

た

人

イ

ず

全

っ

。

ガ

中

完

か

ん

な

せ

の

ト

「

ス

」

の

効

ば

つ

な

選

た

き

，

ふ

大

は

う

占
…

　

い

り

調

た

点

ン

々

領

教

団

一

が

つ

と

ま

員

ド

ス

ド

餐

町

ロ

モ

ん

と

の
僚

の

と

伝

交

関

つ

い

ラ

ユ
レ
会

ま

プ

サ

・翫

國

姻

館

搬

郷

長

靴

帥

樋

．
齎

卿

班

酬

激

繍

肋

匹

　

は

胤

断
鶉

漁

則

榔

擶

娼

伽

腋

盤

”

杁

”

舗

備

餅

紗

著

は

ち

長

サ

地

こ

の

れ

ス

一

。

ち

コ

壕

こ

は

謝

コ

れ

３

れ

の

た

に

者

の

ら

た

部

ン

や

る

り

さ

ラ

イ

す

の

ト

ワ

す

る

会

た

は

し

ど

と

感

と

ら

第

ら

ン

れ

こ

導

界

か

者

支

コ

国

け

な

催

ト

ウ

で

員

ス

ヤ

で

す

社

で

教

員

女

て

る

こ

ら

応

け

に

け

．
一

さ

ご

指

各

側

導

は

は

と

つ

か

が

ス

の

例

会

ペ

シ

々

称

域

と

宗

．
団

彼

っ

座

た

か

対

向

的

向

ぺ

催

。
の

済

会

指

い

図

者

び

，
ン

の

ア

の

，
ダ

ル

町

と

地

こ

が

，

。
入

，
じ

心

の

に

照

に

ン

に

た

体

経

教

務

る

意

導

結

く

ヨ

ス

リ

そ

く

ブ

ワ

の

」

や

る

ち

で

た

き

て

感

。

へ

衆

対

プ

ヤ

後

し

治

・

。
宗

あ

の

指

と

高

シ

ン

ト

が

薄

の

の

グ

会

家

す

た

ｄ

ワ

し

聞

つ

を

た

ミ

大
，
。

」

キ

の

で

自

術

た

の

長

会

会

へ

が

プ

ラ

ス

ン

が

一

ド

ル

餐

業

担

分

と

あ

強

し

調

ヨ

人

や

他

の

テ

培

士

り

会

。

，

東

晩

や

ス

の

ｄ

ト

で

の

で

強

シ

た

館

と

団

ス

で

名

あ

教

た

ル

旧

に

国

コ

ア

・

は

ま

す

一

画

４

の

の

プ

れ

使

人

唱

ど

ト

の

に

の

し

一

，
対

い

エ

シ

バ

サ

た

で

り

ま

’サ

企

第

も

３

セ

か

大

名

合

な

一

方

と

数

ま

プ

ン

反

な

チ

ロ

は

ン

し

ろ

あ

し

ン

た

，

た

第

レ

招

，

。
少

，

，

名

み

各

あ

有

。
や

で

，
た

官

員

は

し

高

会

の

で

府

の

た

ち

政

会

し

た

た

教

催

者

れ

，

主

導

さ

て

を

指

待

し

会

の

招

対
，
に

鰯卿黙

羅

灘
徽

鰻

甑騰

欄騰欝

賄
鋤
議

雛

つ

じ

に

で

ま

ほ

な

前

点

上

少

会

コ

会

高

・

者

の

長

ま

，
設

会

域

フ

ツ

ン

す

。

，
ト

の

日

ら

著

が

同

ト

し

込

れ

的

事

調

を

た

教

の

餐

府

育

導

元

部

し

を

建

教

地

ク

リ

デ

対

た

バ

ク

こ

末

か

の

一

お

き

こ

霊

強

果

れ

ど

晩

政

教

指

地

道

歓

係

た

る

ン

」

ス

に

し

ラ

ン

な

ず

界

た

●

脅

号靴禦髄聖

．～

」～





ヲ

ウ

　

イ

き

せ

と

し

歴

タ

し

予

の

も

語

ツ

ラ

の

語

回

ま

正

す

モ

作

り

，
で

で

音

費

ン

り

は

ら

ア

え

さ

力

表

た

，
出

の

え

に

ツ

リ

フ

圏

ド

２

き

き

で

は

の

あ

が

の

割

発

を

セ

な

度

か

ン

に

今

め

フ

数

得

な

を

つ

ら

を

ら

備

的

イ

一

。
語

ン

は

開

べ

の

年

ト

く

た

だ

の

の

問

テ

年

，
初

て

で

を

き

意

こ

か

示

彼

に

楽

ド

ユ

す

一

ラ

で

を

く

だ

昨

ル

多

し

ん

回

葉

時

，
チ

で

リ

】

圏

ト

驚

ん

，

ア

も

ま

及

２

言

の

ス

ー０

が

と

時

音

敬

起

前

指

に

し

々

識

大鱗
薫
灘

灘
　蕪麟
嚇雛

，
会

々

た

は

し

や

の

で

る

せ

り

回

れ

ド

ラ

回

で

ク

の

歌

語

２０

語

ん

を

は

員

で

言

必

れ

奏

別

ト

ー

ワ

ン

れ

国

イ

後

ン

ろ

音

ル

団

ま

と

も

く

演

特

ト

餐

人

も

老

ま

革

団

ら

す

ら

あ

１２

わ

，

一
聖

の

を

。
長

り

改

唱

か

明

知

も

。
な

ン

ス

で

ヤ

サ

ぞ

て

ラ

没

テ

ち

発

サ

る

れ

」

え

て

な

う

サ

と

ど

解

た

ン

語

治

合

た

証

の

で

た

行

一

の

ト

シ

と

れ

つ

ブ

ト

ラ

も

が

一
あ

ご

た

備

し

々

違

し

な

話

様

と

ン

ド

ほ

理

し

ソ

と

政

ル

れ

を

一

け

し

で

イ

圏

ス

ル

ワ

そ

も

ヘ

ル

曲

Ｑ
ら

ハ

，

，

コ

イ

い

と

ま

ル

」

な

ク

ら

賜

ア

か

ま

町

ウ

語

ペ

ワ

ク

Ｑ
を

て

ア

ー

た

彼

リ

れ

に

ま

的

う

。
も

，
サ

な

感

り

ネ

す

的

ナ

お

の

ツ

び

え

の

，
ス

ダ

の

ス

た

さ

え

ツ

を

し

局

。
か

習

し

霊

こ

す

つ

動

ヤ

れ

好

な

ま

史

バ

て

言

呼

備

圏

ヒ

ン

ブ

圏

モ

し

確

加

一

品

ま

結

す

開

練

や

は

ま

い

　

サ

中

の

招

イ

だ

彼

こ

奥

日

一

て

中

を

つ

い

ア

心

会

た

演

を

ま

ま

福

日

取

り

で

な

の

「

の

ト

に

サ

く

。
く

の

曜

ル

い

最

象

か

て

の

は

と

つ

は

束

し

れ

祝

一

り

わ

達
、あ

ん

甑
漿

第

器

灘

伽
贈

繍

無
撫

驚

憾
翻
隷

鵬

鱗

膿

灘

段

幌

踊

た
の

，
ｄ
ワ
．．
供
し
と
度
と
団
後
た
て
す

・
モ
タ
せ
ふ
片
の
最
た

遡

助
轡

説
緻
壌

棘

議

鞍

沸
灘

撫

、、
．私

ヨ

。

う

ｄ

ア

事

つ
師

は

た

，

創

子

を

七

．．
唱

た

し

け

で

で

メ

『

話

日

を

そ

の

し

雌

務

栃

辞

た

ま

ま

て

で

団

な

附
誌
欝
禦
徽
鞭
懇
制
勲
漏
論
蹴
漏
濃
驚
難
搬
魏
讐

論
磨
罐
蝶
旛
臨
協
潮
篶
惣
聯
講
認
鷹
鄭
翫
牌
篇

恥
躍
明
髄
伽
磯

ごで
舳
櫨
翻

沖
私
召
腋
臨
就
翻
糺
諒
諏
ピ
配
舶
絵
の
㈱
纈
硬
都
隊
焼
以
砒
励
縦

箒
鵬
∴
錨
臨
㌫
騰
鴇
離
纏
滋
猫
潔
鮫
殊
灌
醐
勲
堀

蜘
器
耀
灘
響
鐵
繍
鵬
饗
鋤
嘲
盤
蜘
灘
麗
礁
煕
難
欝
顯

し

活

連

報

関

広

に

の

一
前

『

号胡年
野削蜘



Ｆも

、、

姫

謬

あ

わ

に

な

八

行

夢

餅

プ

夢

の

撮

ア

懸

事

鐘

バ

の

灘

め

ス

た

羅

の

窯

遂

チ

籏

た

欝

赫

籔

灘

。

叢

ル

行

　

の

識

購

ナ

難

タ
…
メ

尊

一

ス

驚

憲

蚤

れ

ベ

フ

贔

ザ

デ

ず

り

に

購

工

び

独

§
ら

で

で

な

ト

ト

嚢

　

～

ノ

ル

撃

ア

フ

ン

ビ

の

灘

の

　

⑳

ト

カ

啓

ン

ツ

　

　

ヂ

薯

撲

撃

ス

ワ

・

ト

レ

エ

脚
蹄

卜

・

シ

・

・

ン

ヤ

ス

ツ

イ

ギ

ウ

イ

タ

と

骨

ド

ン

ス

・

…
う

ワ

ン

…
バ

ゲ

ア

鑛

３

・

鷺

憲

ス

夢

ジ

ρ

顔

…

の

強

う

人

の

し

，
熱

差

と

握

一

し

言

』

ま

，

前

に

よ

で

そ

ま

が

て

を

る

を

サ

話

は

か

い

間

月

う

る

中

，
り

た

め

手

あ

手

ン

と

彼

ん

て

る

カ

よ

れ

の

し

残

し

締

に

で

の

コ

た

と

せ

い

い

』

ま

泣

で

ｄ

２

す

ら

夢

か

に

ま

り

彼

物

私

は

つ

の

探

け

。
し

心

い

握

。
人

て

彼

か

ん

り

は

ん

す

一

を

つ

す

。
が

て

を

た

た

め

，
な

せ

あ

彼

込

で

ア

顔

見

で

た

象

し

ム

し

い

込

い

き

ま

く

，
き

の

ソ

る

を

の

し

印

探

ラ

ま

て

を

合

で

り

し

き

書

た

ｈ

あ

顔

た

で

う

を

グ

け

し

い

え

も

あ

欲

と

に

い

免

収

初

観

凱

挫

噸

力

卿

繊

認

轍

轍

棚

控

脳

↓

妖

で

の

で

夢

ま

だ

そ

，
を

私

れ

前

は

よ

一

け

力

締

話

衆

こ

て

え

人

に

後

性

そ

ふ

名

と

し

テ

受

介

き

の

の

を

紹

抱

の

聴

そ

し

見

ア

と

の

男

こ

あ

は

う

端
践
灘
鰭
犠
濃
購
響
糠

・

ア

ま

し

が

ス

ト

ン

め

な

す

。

に

。

『

。

教

ブ

一

ツ

け

ま

す

コ

一

コ

詰

い

で

た

う

た

に

た

宣

一

リ

は

受

い

で

エ

サ

の

見

や

の

し

よ

し

彼

し

が

テ

ナ

私

を

て

の

チ

ン

で

を

る

た

ま

の

ま

は

ま

私

の

ヤ

，
象

つ

た

が

コ

ハ

私

べ

つ

い

こ

れ

私

ね

Ｑ

そ

ジ

と

印

祈

見

性

。

ラ

に

伸

か

て

で

く

，
尋

た

は

こ

い

に

を

男

た

プ

心

し

わ

つ

ト

て

い

と

し

彼

㌔しさだくてえ伝にら彼とるいてし愛
「

●

む

リ

ウ

，
の

通

た

と

会

教

て

間

ち

い

。

て

代

が

し

こ

り

は

れ

る

た

か

た

え

十

葉

ま

る

巡

親

連

い

私

向

し

終

。
言

出

あ

に

両

に

て

「

に

ま

隷
鶏
難
論
蹴
驚

分

躯

嚇

猟

齢

断

軌

畔

ザ

渇

枷

融

の

の

か

が

が

カ

て

ト

ン

え

ら

れ

～

紮

欝

乱
鴛

諜

召

や
ラ

ラ

ホ

き

い

の

ア

を

ン

し

カ

そ

し

ブ

ナ

づ

若

そ

て

ど

コ

か

の

，
訳

の

タ

近

，
は

し

な

の

し

も

い
．
通

。
い

合

に

ア

メ

に

き

彼

と

と

夜

キ

ス

婦

と

に

生

こ

の

す

熱

し

子

バ

は

夫

の

ち

学

た

そ

で

に

話

息

ロ

り

た

そ

う

留

し

，
う

胸

分

る

ス

と

れ

。
く

換

宗

で

そ

の

数

か

コ

ひ

連

ん

い

交

改

対

だ

ら

後

わ

エ

の

を

せ

て

が

，
反

の

彼

の

の

チ

員

供

ま

し

分

て

に

た

「

そ

語

団

子

じ
．話

自

つ

会

来

に

は

英

レ

し

備

ん

は

い

で

る

神

す

使

も

衆

え

ナ

ニ

え

ド

た

と

力

会

与

こ

し

数

聴

負

総

な

し

，
徒

待

加

一

せ

こ

や

出

の

の

加

師

に

己

ヤ

た

ど

さ

ち

ｄ

思

句

す

て

ま

て

る

ｄ

聴

備

バ

ケ

に

力

載

る

プ

が

団

然

参

教

後

自

ば

聖

期

チ

し

ほ

皆

た

た

と

聖

達

っ

き

し

じ

す

ず

に

タ

と

難　灘
灘
　　　　警　灘

一

う

え

と

た

の

衆

担

勢

ら

て

わ

ン

聖

え

に

主

ま

す

こ

の

か

わ

の

に

を

ク

ス

て

を

宣

を

号娚年
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所

を

必

襯
罪

で

道

た

い

し

け

む

ま

た

一

し

し

う

渡

ま

も

も

い

は

ド

合

女

一

き

彼

力

抱

』

廊

就
灘

まだまが話の良最生人むんせまりあは

慧
灘
　驚
繍
難

麟

　　膿
欝

議
瓢灘

と

ト

ス

的

に

と

コ

団

か

さ

を

て

，
睡

動

て

こ

し

く

え

て

り

度

は

ラ

動

特

つ

。

唱

－ず

く

と

つ

で

の

移

し

。
で

つ

歌

し

あ

二

の

一
感

。
や

た

合

む

た

こ

と

後

間

に

に

す

け

が

も

加

ど

，
す

コ

で

た

て

し

ｄ

の

ば

に

る

に

の

時

ル

態

で

だ

気

で

参

な

は

話

の

的

し

し

ま

す

く

し

め

い

手

間

６

テ

状

の

徒

，
て

に

と

ち

と

上

霊

で

に

れ

で

多

ば

た

て

い

時

，
ホ

る

も

聖

き

し

一

こ

」

以

も

験

ば

く

の

「

し

う

れ

歌

動

５

の

え

な

日

と

徹

ア

る

持

爾

犠
響

諜
齢
籍

論
鮎
懸
譲

綿
謎
認

羅

騨
騰
繍
欝
鐵

　懸

ま

し

も

て

つ

そ

ま

し

ま

る

い

言

』

き

鍵

諜

淋
如
紛
℃
鰹
蜘
糊

瓢

冨

離

鰍

齢
劉

簸

燦
緻

轍
篇

濃

榊
綴
穣
繍

み

。
て

の

し

。
ち

，
た

し

な

ま

す

う

端

し

そ

何

し

で

の

ｄ

途

ま

。
は

明

の

夜

た

た

い

た

の

説

た

の

し

㌔しさだくを本のぞｒ

を

に

の

と

間

も

こ

時

る

た

２

い

い

は

て

で
・
私

つ

黙

轡

ま

一

分

ｄ

サ

自

す

私

ン

に

で

・

コ

衆

て

た

夜

聴

べ

し

毎

Ｑ
す

ま

。

た

。

り

た

し

す

語

し

ま

で

う

ま

き

の

こ

げ

で

た

は

遂

が

え

ツ

し

て

の

で

し

備

モ

モ

の

い

い

の

い

に

，

の

し

に

で

と

彼

よ

言

は

ま

つ

た

ル

美

準

の

ル

う

て

な

た

し

人

と

そ

ま

女

・
証

る

，
じ

と

私

い

残

つ

テ

て

の

こ

モ

言

つ

け

い

欲

る

う

。

い

彼

の

あ

し

同

に

「

て

に

か

ホ

く

国

Ｑ

て

と

待

い

歩

が

れ

言

ら

て

る

一

で

話

と

う

懸

騰
繰

醜

灘

瓢
㍊
膿
編総

認
麗

酬瀞
繍
撫
瀦
識
纏
離
騨黙
鞭

雛

欝
　羅

鵬
驚
灘

　離

イ

，

一

私

い

う

段

と

行

ま

驚

ど

の

と

の

し

シ

い

％

ン

並

た

ン

に

撒
甥

題
篇

嬬
瓢

箔
撫

謹
媒

概
聾
胤
総

こ

一

が

ま

と

食

女

で

モ

経

す

の

で

す

繰

ら

心

を

。
は

る

明

が

な

ア

た

い

か

朝

い

が

ル

ン

で

る

ん

で

と

も

熱

本

た

私

あ

説

女

う

５

¢

号籍弊編聖

晦
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曳
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㍉

．甲

申

２

ツ

れ

で

「た

の

と

違

Ｑ

の

ト

ら

の

私

主

こ

に

す

と

一

め

も

は

，

く

る

で

長

サ

定

た

主

り

行

め

の

管

ン

て

れ

。

お

は

収

た

副

コ

つ

ま

た

て

ち

を

つ

一

の

よ

望

し

れ

た

功

至

レ

こ

に

が

ま

ま

私

成

に

ク

，
主

主

り

望

に

，

戦

ン

り

く

，

か

を

脈
故

れ

ル

な

ク

行

ナ

に

バ

前

タ

日

，

４０

は

の

一

日

ロ

ユ

定

。

ｄ
ビ

予

す

停

ヒ

よ

し

り

わ

と

が

ら

す

タ

発

で

う

，
に

さ

あ

が

こ

る

守

で

ン

出

の

も

し

話

ま

で

と

く

あ

，
の

イ

の

も

は

か

会

は

の

こ

行

で

き

い

の

団

た

に

し

の

一

も

る

が

し

で

な

ご

唱

れ

日

度

ア

た

あ

ち

召

が

い

合

わ

れ

ま

行

れ

は

る

く

ど

あ

た

２８

ら

え

に

そ

私

わ

べ

定

し

つ

月

け

言

パ

は

』
終

す

予

か

ま

２

繍
藩
羅

灘

鷺

贈
繍

臨
翻
路

欝

鷹

講
認
藩

㎜蹴

「少

た

す

く

ま

そ

と

ゆ
然

お

の

の

の

の

て

助

ｄ

末

れ

に

結

ン

額

す

つ

は

す

週

入

日

で

ヒ

た

こ

考

高

ま

や

私

で

を

曜

会

し

こ

ど

い

し

長

の

て

つ

管

た

つ

お

副

つ

な

う

。
参

に

そ

す

て

と

も

で

く

こ

で

の

た

る

に

い

き

す

ぐ

た

だ

を

す

き

た

い

今

だ

い

払

，
た

が

支

で

い

言

礪灘
撫

難

に

副

い

よ

う

，

と

ｄ

朝

『

つ

し

こ

弟

こ

た

駒
論

議

呪
饗

醐羅
朧嶽

。

に

え

況状展発の会教ので域地演公

む

拝
い
入

た

７

教

メ

に

礼
㊥鍬

れ

年

宣

ア

部

の

の

わ

９０

人

，
道

徒

堂

な

１９

ド

で

伝

聖

会

行

は

ン

カ

マ

日

教

に

部

ラ

ス

コ

末

の

日

道

一
ム

タ

の

ワ

ー５

伝

ポ

ダ

州

初

ヤ

月

の

の

ア

ン

最

シ

６

初

初

・
ト

で

ル

年

最

，
ラ

ン

ド

ワ

８９

ド

れ

ス

シ

。

ン

る

１９

ン

か

一

ワ

た

ラ

あ

が

ラ

開

ユ

の

れ

一

で

式

一

に

は

力

さ

ポ

堂

れ

ポ

月

師

．リ

召

ス

ル

は

旧

も

，
フ

に

た

員

００

ク

計

い

会

』

ン

統

て

の

鴛

器

員

殿

ク

国

約

会

神

ル

和

の

禦

鶏

員
げ

。

。
母

イ

の

会

１

，
ブ

共

内

る

殿

一

５

を

ス

パ

”
響
糖

霧
課

盗
敢
嬬

，

の

，

つ

ん

００

人

が

い

住

１
，

００

員

と

に

那
如
聲

調

一

方

テ

の

地

ス

エ

，

轍
撫

Ｏ

凱５０欲数員会

礁魏員会アキ

ア

Ｑ

バ

リ

ー

ロ

ト

部

ス

ス

キ

コ

一

一

方地鰍魏員会ドン

妬

ラ

エ

部

一

ド

一

と

イ

ド

ま

フ

テ

ラ

ラ

ヨ

い

ス

部

ハ

ー

オ

テ

チ

方

ポ

ー

ロ

西

テ

ト

ド

東

含

ス

フ

フ

た

で

キ

部

ス

地

部

礎導
側

沿

魏

工
錫
耀

．
諦

□

は

乱

号胡年罪齪概聖
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照

自

ト

れ

ロ

党

ｏｏ

か

。
伸

ま

天

つ

ジ

送

ハ

を

回

対

員

一

入

と

。
産

４
，
開

す

を

べ

は

だ

一

放

い

と

２

は

会

サ

し

ド

た

共

灯

夜

で

手

述

に

夜

ユ

日

高

こ

に

と

り

。
ン

差

ン

し

元

肋

今

夜

で

は

的

の

ミ

曜

り

る

中

脚
禦
驚

撫
鍬

媚
謙
漏

灘
贈
欝

，鞘
と
訟
譜
驚

ら

シ

老

ロ

長

と

ン

国

ソ

諸

ル

側

ネ

東

の

　灘
灘
　　　　　灘
　鱗

ブ

，

一

む

手

Ｆ

う

こ

霊

の

前

襲

諸

繰

篇

Ｑ
薯

明

蕊
縫
欝
撚
認

囎

】
ぼ

礫
賎

幣

，
心

が

る

初

時

一

〇〇

ト

り

い

。
意

さ

い

空

ト

ア

の

は

い

ル

れ

の

し

ツ

び

。
人

こ

ま

な

に

べ

社

フ

を

者

あ

最

１２

サ

５

ツ

切

続

た

う

返

な

青

ル

「

ト

ト

と

ク

優

人

で

ホ

た

す

１３

る
、
れ

に

目

す

会

脚羅
麟
鞭
鞭
　鎌
　』
撫
欝
繋
難

獣
鱗
　麟
　灘
翻
へ瓢
澱
欝
難
懲

凱
澱
灘
欝
繍
騰
　難
轍
欝
糠

６

ラ

す

た

ラ

「

分

」

の

長

会

い

詞

の

る

ち

現

あ

ル

華

２５

す

６

唱

音

狂

。

一

び

Ｆ４０

声

は

た

て

す

ロ

●

フ

配

い

フ

の

３０

ト

人

市

に

て

歌

味

れ

う

が

の

レ

豪

２
，
う

●

合

た

熱

た

ケ

た

８
，
の

と

し

つ

値

て
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』

９

ル

ン

コ

て

一

コ

レ

つ

ホ

終

の

よ

ク

最

団

に

ッ

の

唱

金

一
一

一
合

付

・モ

ア

は

寄

一

ツ

用

に

盤

鋸

ア
。わ
㌃

の

回

ツ

酬

”
酬
報

ル

２０

た

サ

テ

４

れ

ン

ペ

，
わ

コ

ト

国

な

’

ク

力

行

税

。

ン

８

が

印

た

サ

，
ト

の

れ

の

は

一

ド

わ

右

で

サ

一

賄

馬

の

ン

地

ン

の

被

義

に

ダ

ン

に

宅

に

ど

楽

今

コ

れ

去

と

ハ

大

コ

こ

震

主

会

と

ハ

地

住

的

音

。
ン

ら

を

こ

・

ア

ク

，
地

会

教

老

の

土

に

目

。
グ

い

か

ア

け

台

の

Ｍ

ニ

テ

り

の

社

が

長

会

の

人

多

す

ル

し

う

の

つ

舞

目

，
ま

ブ

ら

よ

曲

め

が

度

・

メ

ィ

お

会

ト

地

ン

員

こ

ア
。
二

ど

い

ル

ば

し

６

締

員

２

ン

ル

ハ

て

教

工

土

ソ

定

ヨ

ア

る

し

。
ビ

の

ル

人

た

メ

な

て

テ

す

で

，
の

団

で

，
の

に

胸

の

れ

ジ

い

ソ

た

ソ

画

ネ

十

し

ル

設

つ
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